
        
            
                
            
        

    


さらざんまい　下







幾原邦彦　


内海照子　










　◆目次









　　プロローグ　ふたりきりの子どもたち


　　第七皿　タマ


　　第八皿　飴


　　第九皿　兄弟


　　幕間　　夢


　　第十皿　人形


　　第十一皿　さらざんまい


　　エピローグ　三年後


　　つないだ手と、冷たい孤独のおわり









さらざんまい　下









プロローグ　　ふたりきりの子どもたち










　はじまりは偶然


　たぶん、僕らは運命なんかじゃなかった


　おわりは突然


　きっと、僕らはすすんでそれを選びとるだろう





　わかっていたんだよ


　だって、君は僕だったから


　知っていたんだよ


　見ないふりをしていただけ








　はじまりもおわりもなければいいと願った夜。


　ひとつに溶けてしまえたら、手をつなぐ必要もなかった。





　それでも。


　時間は流れて、今はおわって


　僕らがどこへ行くのかなんて


　どうでもいいような顔をして、この世界は呼吸している。





　それでも。


　はじまりとおわりがなければ


　君に出会うこともなかったんだ。


　運命よりも不確かであたたかな、このつながりもなかったんだ。







第七皿　　タマ







１







「玲れ央おは『きらい』が多すぎるな」


　そう言うと、幼い玲央は眉み間けんにしわを寄せた。


「なんだよ。悪いかよ」


「そうは言ってない。でも……」


　雨がきらい、金持ちがきらい、大人がきらい、風呂がきらい、下ろし立てのシャツがきらい、勉強がきらい……とにかく玲央は何でも「きらい」と言った。


「でも、なんだよ？」


「俺は『きらい』って言う時の玲央がきらいだ」


　思っていることを素直に言うと、玲央が固まった。


「は……、……え？」


　ホロリと玲央の目から涙がこぼれた。


「玲央!?　どこか痛いのか？」


「わ、かんね……」


　玲央は戸惑い、胸を掻かき毟むしった。


「ここが、痛い……」


　ホロホロと泣く玲央の涙を、手のひらでぐいぐいと拭ぬぐった。


「い、いた、痛い。真ま武ぶ痛いって！」


「すまない……」


　早く止めたくて乱暴になってしまった。


　玲央の目元が赤くなっている。


「玲央、約束しよう」


「約束？」


「『きらい』って言わない約束」


「なんだ、それ」


「俺は玲央の『きらい』を聞きたくないし、玲央の泣き顔も見たくない。だからもう二度と『きらい』って言わないようにしよう」


　玲央は呆あきれたように、別にいいけど、と約束してくれた。


「オレ、真武には絶対言わないけどな」


　そう言って、小さな手で指切りをした。


　それは遠い日の夢。





　昼間の喧けん騒そうから打って変わって、人通りのない深夜の浅あさ草くさ。どことなく怪しい雰囲気を醸し出している地下街への入り口がある。地下鉄浅草駅八番出口だ。


　地上にぽっかりと口を開けた通路の上には、愛らしいゆるキャラ・かわうそのうそ男くんの看板がやけに眩まぶしく目に残る。


　浅草地下商店街は日本最古の地下街である。昭和の気配を色濃く残したその飲み屋街の一角に、それはあった。


「熱い……、もういいでしょう……？」


　薄暗い店内は、何かが焼ける甘ったるい匂いと蒸気で少し息苦しい。


　ガスバーナーの炎に照らされた真武の横顔が、暗闇に異様なまでに白く浮かび上がっている。


「ウッソー。……まだ早いんじゃないのかね？」


　耳元でよく通る低い声が囁ささやく。


「でも、私には耐えられない……」


「ウッソー。お前は相変わらず我慢が利かないね……」


「お願いだ……、焦じらさないで……！」


「……そこまで言うなら自分でやってみなさい」


　まるで、すべてを見透かしたような声音でカワウソが促した。


　ガチャン……


　重い金属がぶつかり合う音がして、一気に蒸気が吹き上がる。


「あぁっ」


「ウッソー。私の言った通りだろう……まだ早かったのだ」


「申し訳ございません……」


　真武の視線の先で、形を保てなかった人形焼のようなものがドロリと崩れた。


　もう何度目かの失敗だ。


　予想通りの結果に満足したのか、笑みの気配とともに赤い輪郭を持つ影が真武の白い手に触れた。


「ウッソー。やはり微調整が必要なようだ。もう一度、身体からだのなかを見せてごらん……」


「お願いします。私は早く、望まれた私になりたいのです……」


　メンテナンスは文字通り生命線であり、必要不可欠なものだ。


「真武……哀れで美しい、私の人形……」


　寝台に寝かされた真武の胸の上を、慣れた手つきで影が這はい回る。


　堪たまらなくなって、まぶたを閉じた。


　虚うつろな心臓に触れるその手は、はたして誰のものだったのだろう。





　よく晴れた朝。浅草川かわ嘘うそ交番のテレビではアサクササラテレビが流れている。


　ザルいっぱいに茹ゆで上がったブロッコリーを持って玲央がテーブルについた。


　まだ湯気の立ち上るそれを、いそいそとカップ焼きそばに盛り付けていく。


「ふふん、完璧な朝食のできあっがりー♪」


　ソース焼きそばが見えなくなるほど敷き詰められたブロッコリーに、たっぷりマヨネーズをかけるのが玲央のやり方だ。


「いっただっきまー……」


「いただきます」


　目の前の相手の行動に、玲央の眉まゆが上がる。


「あ？」


　玲央と同じくカップ焼きそばブロッコリーのせを食べ始めた真武を見て、反射的に舌打ちが出る。


「そういうのやめろよ。んなもん食っても意味ねーじゃん、お前」


「……前回のメンテナンスで、食事もできるようになった」


　食事ができることと楽しめることは違う。青い顔でブロッコリーを咀そ嚼しゃくする真武は、いっそ痛々しくもあった。


「あっそ。で？　好物を食べてみせればオレが認めるとでも思ってんの？」


　苦労して食物を嚥えん下かした真武は、口の端に食べカスをつけたまま、茫ぼう洋ようとした目で玲央の言葉を聞いている。


「形だけならいくらでも取り繕える。でもそんなもんに意味なんてないんだよ。お前から出てくるものは全部嘘だ」


　嘘。偽にせ物もの。からっぽ。人形。もう何度も聞いた言葉だった。


「……それでも、大切にしたい人がいる」


「んなこととっくに知ってるよ」


　投げ捨てるような物言いに、真武は顔を上げる。


「玲央、私は……」


「もういい。それより、昨日見たことは絶対に言うなよ。お前の大事な大事な、アイツらにもな」


「……分かった」


　真武の返事が、清々しい朝の光に虚むなしく響いた。
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「「ごちそうさまでした！」」


　矢や逆さか家のリビングに、一かず稀きと春はる河かの声が重なった。


　カワウソ帝国から春河を奪還したあの日。一稀もようやく自分を取り戻すことができた。


　怖い思いをしたであろう春河の記憶は、ケッピがサラッと消してくれた。


　けれど、三匹のカッパが奮闘したことは、一稀たちの記憶にしっかり残されている。


　久しぶりに、ボーダー柄の夏服に袖を通した。リビングにいる家族に自分から「おはよう」と声を掛けた。一緒のテーブルで朝食を囲んだ。


　幸せの匂いは、いつだってここにあったのだ。


　テレビから、少し眠たそうなサラの声がする。


「それじゃあ、今日も元気にグッドサラーック☆」





　夏の日差しを受けて乱反射する隅すみ田だ川がわ。


　ニャンタローがぶにゃぶにゃ言いながらおさかなざんまいを食べている。


「カズちゃん。ボクね、カズちゃんに渡さなきゃいけないものがあるんだ」


　堤防に腰掛けた春河がポケットの中から取り出したもの。


　それは、一稀の母親のサシェだった。


「あの日、カズちゃんにって……」


「それ、春河が持っててくれない？」


「え？　でも……」


「今は、この手が届く人たちと、ちゃんとつながりたいって思うから」


　過去を捨てたいわけじゃない。だから、このサシェは春河に持っていて欲ほしかった。


「それって、ボクも入ってる？　お父さんとお母さんも？」


　不安げな春河を安心させるように一稀は笑った。


「当たり前だろ」


　そう言って、春河の頭を撫なでる。


「えへへ、よかったぁー」


　何気ないスキンシップ。それは春河がずっと待ち望んできたものだった。





「いい？　今年の夏は、泣いても笑っても逆立ちしても一度きりよ！」


　浅あさ草くさ皿さら中学校の教室に、音おと寧ねの元気な声が響き渡る。


「遊びも宿題も、めいっぱい頑張ろう！　おー！」


　そう言って拳こぶしを上げた音寧は、麦わら帽子に虫取り網にスイカ柄の浮き輪と、完全に夏休みスタイルだ。


　終業式を終えて、明日からは待ちに待った夏休みが始まろうとしている。


「なんか久しぶりだなー、この感じ」


「だな！」


　吾あ妻づま橋ばしの東のたもとに、サッカーボールを蹴る一稀と燕えん太たの姿があった。


　一稀のために守り続けてきたこの場所で、再びふたりでサッカーができる喜びを噛かみ締めながら燕太が尋ねた。


「姉ちゃんに、サッカー部復帰の話ししたのか？」


「うん。二学期から参加することになった」


　そう返す一稀の顔は、スッキリしていて翳かげりなどひとかけらもない。


　吾あ妻づまサラの握手会で女装がバレ、さらざんまいで出生の秘密が漏ろう洩えいし、挙句春河がカワウソ帝国に連れ去られた時はどうなることかと思ったが、今年の夏は楽しくなりそうだ。


「よっしゃ！　じゃあ夏休みの間にふたりで特訓しようぜ！」


　張り切りすぎた燕太のボールがあらぬ方向へ飛んで行く。


　かろうじて川岸で止まったボールを拾い上げた一稀は、赤い橋を渡る人影に気付いた。





「とおいーーー！」


　吾妻橋を歩いていた悠とおいは、耳慣れない呼び声に足を止めた。


　欄干から見下ろすと、一稀がこちらに向かって手を振っている。


「おーい！　とおいーーー！　こっちおいでよ！」


「……呼び捨てかよ」


　相変わらず一稀の距離の詰め方は、悠には理解できない。


　それでも、その手に抱えられたサッカーボールと、右足首に収まった青いミサンガを見れば、思うところもある。


「……サッカー始めんのか」


　あんなに頑かたくなだった一稀が、弟を取り戻すためにパスをつないでゴールを決めたことは記憶に新しい。それからの一稀は、よく笑うようになったと悠ですら感じていた。


　ゴールデンコンビ復活を願っていた燕太にとっても、その喜びはひとしおだろうと容易に想像がついた。





　飛んできたボールをトラップしてパスを出す。


　悠のパスを受けた燕太は、前から気になっていたことを口にした。


「なぁ、久く慈じって経験者？」


　以前、ここで喧嘩に敗れた燕太を助けてくれた時も、カワウソ帝国でケッピを蹴り上げた時も。悠のボールコントロールは、経験者のそれだった。


「あー。まぁ、ちょっとだけ」


　変な謙けん遜そんしやがって、と思う燕太の隣で一稀が口を開いた。


「ちょっとってレベルじゃないよ。そうだ！　悠もサッカー部入らない？」


「はぁ？」


　突然の誘いに、呆れた声が出る。


「僕と燕太と悠、三人一緒の方が絶対楽しいって！　な、燕太！」


「いいなソレ！　オレたちの連携があれば、全国狙えるんじゃね？」


　盛り上がるふたりについていけない。


「いや、俺は……」


「え、嫌だった？」


　無邪気な顔で、一稀が問い掛ける。無自覚に自分のペースに巻き込もうとするノリに、巻き込まれやすい自覚は多少ある。


「……別に、やってやってもいいけど」


　あぁ、まただ。と思っていると、ボールが飛んできた。


　見ると、燕太がニヤニヤしている。


「とか言ってー、ホントはうれしいくせに！」


　見透かされた気がして、手加減なしでボールを蹴る。まっすぐ燕太の顔面にヒットした。


「アダッ！　この下手くそ！」


「狙い通りだ」


「メガネにもっと優しくしろ！　割れたらどうすんだよ！」


「怒んのそこかよ……」


「あはははは」


　めまぐるしい日々の中で、こんな時間は久しぶりだった。


　この先もきっと、カッパになったり尻子玉を抜いたりしながら、三人でサッカーを続けていくのだろうと誰もが思っていた。
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　真夏の訪れを感じる暑さに背を向けて、冷房の効いた交番で玲央がひとり腰掛けている。


　真武は今日も不在だった。


「皿があれば、すべて上う手まくいく……」


　徐おもむろに立ち上がった玲央は、言い聞かせるように呟つぶやいて壁に向かって手を翳かざした。


　なんの変哲もない緑色の掲示板にデジタルノイズが走ったかと思うと、真っ赤なカワウソマークが浮かびあがった。


　出来心で幼い子どもをカパゾンビのターゲットにした時。こちらのアジトに侵入して、子どもを奪っていった曲者がいた。


　モニター越しに確認できたのは、見知らぬカッパ三匹と、彼らに蹴り飛ばされる白くて丸い物体。


　先の大戦で亡命し、行方ゆくえ知れずとなっていたカッパ王国第一王位継承者の姿。


　忘れもしない、真武が命を落とした日のこと。








　目覚めたら、病室だった。真っ白な壁に、麻の葉文様が施された天井。


　ここが病室だと判断できたのは、寝台に寝かされた己の腕から伸びた幾筋ものチューブの先に、点滴のパックが揺れていたからだった。


「真武っ！」


　無意識に叫んで起き上がる。脳が揺れて、目眩めまいに襲われた。


　一体、どれくらいこうして眠っていたのだろうか。


「気分はどうだ？」


　今まで気配のなかった病室の隅に、不気味な黒い影が立っていた。


「……誰だ」


　思うように動かない身体では分が悪い。相手に気け取どられぬように、鋭く睨にらみつけた。


「カーワウッソー。私はカワウソ帝国科学技術庁長官。君はカッパ王国殲せん滅めつ時に起きた事故に巻き込まれた」


　燃え盛る炎。崩れ落ちる瓦が礫れき。腕の中で目を閉じた唯一無二の相棒──


「真武は……!?」


　欲望を手放すな、そう言ってこの手を握った白い手の感触がまざまざと蘇よみがえる。


「ウッソー……」


　目の前のカワウソの姿が消え失うせたかと思うと、病室の正面に設置されていたガラスの向こうに明かりが灯ともった。


　目に飛び込んできた光景に、玲央の呼吸が止まる。


「彼はひどいダメージを受けていて、我々が発見した時にはもう、手遅れだった」


　絡みつく点滴のチューブを引き抜いて、もつれる足で隔てられたガラスの壁に駆け寄った。


　寝台の上に横たえられた真武は、静かに眠っているようにさえ見えた。


　左胸に耳を当てれば、穏やかな心臓の鼓動が聞こえるに違いない。


「真武！　起きろよ！　オレを置いてひとりで逝いくなんて許さねーからな！　なぁ真武！　嘘だって言えよ……！」


「ウッソー……ではない。残念ながら事実だ……」


　その場に蹲うずくまる玲央の耳に、カワウソの声がいやに大きく響く。


「相棒の命を救いたいか？」


「もう一度真武の声が聞けるならなんだってする……オレにはそれしかない……」


　答えははじめから決まりきっていた。


　今この苦しみを味わうと知っていても、同じ問いに同じように答えるだろう。


　オレたちには、選択肢なんてなかった。
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「え……？」


　一稀の手からサッカーボールが転がり落ちた。


　耳に飛び込んでくる蝉せみの声がひどく煩うるさい。


　ボールが転がった先に広がる光景に、燕太と悠も絶句するしかなかった。


　昨日三人でサッカーをした練習場が、見るも無残に汚されていた。


　生ゴミや段ボールや空き缶。どこから持ってきたのか、カラフルなペンキで壁に描かれたゴールも塗りつぶされている。


「僕たちの場所が……」


「ひどいな……」


「誰がこんなこと……」


　立ちつくす三人の中で、最初に動いたのは悠だった。


「とおい？」


　しゃがみこんで空き缶をひとつ拾い上げた悠が、一稀と燕太を振り返る。


「……やるんだろ？　サッカー、三人で」


「お前……」


　悠の行動に、燕太も面食らったようだ。


　一稀がゴミの山に駆け寄った。


「うん！　三人で直そう！」


　結局、夏休み第一日目はゴミ掃除で終わってしまった。が、すっかり綺き麗れいになった練習場を見つめる三人は、どこか満足そうだった。


「じゃあ、また明日！」


「寝坊すんなよ久慈」


「お前がな」


　当たり前のように明日の約束をして、三人は別れた。








「現在のシステム稼働率は三十九パーセントです」


　むき出しの鉄骨が張り巡らされた帝国のエレベーターが上昇している。


『ウッソー……』


　跪ひざまずいて状況報告をしている真武の隣に玲央はいない。


「嘘ではありません。カパゾンビ予備軍がかなり減少しています。この街で強烈な欲望を持つ人間は、ほとんど狩り尽くしました」


『ウッソー。それはお前たちの存在の危機を意味しているんだよ……』


「重々承知しております」


『ウッソー……ではないなら、その忠誠を行動で示しなさい。……他に変わったことは？』


「……ありません」


『お前には期待しているよ……真武』


　通信はそこで途切れた。


　約束は守られている。








　矢逆一稀には譲れない三つのルールがあった。


　人は誰でも、大なり小なり自分の中にルールを持っている。たい焼きはしっぽから食べるとか、風呂ではまず腕から洗うとか、ミステリー小説は結末から読むだとか。


　誰にも理解されなくても、自分の中でのみ絶対的な拘束力を持つたぐいのルールだ。


　だったのだが、今の一稀の手にはサッカーボールがあった。


　どこにでもある、少しだけ使い込まれたサッカーボールだ。ありふれたそのボールを大事そうに抱えて、ボーダー柄の入った夏服に身をつつみ、隅田川に架かる大きな赤い橋を渡っていく。





『グッモーニン☆　毎日ハッピー、ラッキー自撮りでサラにハッピー、吾妻サラでぃっしゅ☆』


　吾妻橋を渡った先、松まつ屋やデパートの屋外モニターから、ちょっと眠たそうな女の子の声が聞こえてくる。


『さぁて、今日のラッキー自撮りアイテムはぁ〜？』


　モニターの中で、摩ま訶か不思議な音楽に乗って踊る美少女。浅草ご当地アイドル、吾妻サラの冠番組「アサクササラテレビ」の時間だ。


　一稀は立ち止まることなく、サラの声を背に歩いていく。


『タマーン！　タマでぃっしゅ☆　タマがいっぱいあるほどハッピー☆』


　サラがルーレットから引き当てたのは「タマ」と書かれた皿だった。


『それじゃあ、今日も元気に、グッドサラック☆』





　ピロン、と立て続けにスマホがメッセージの着信を告げる。


　一番上のグループトーク画面に吹き出しが流れていく。


【スタンプ：今起きた！】


【スタンプ：皿割るぞ！】


【スタンプ：すみません！】


　どうやら、言い出しっぺの燕太が寝坊したらしい。


【カッパコロッケ、燕太のおごりで】


　一稀は微笑ほほえんで、手短にメッセージを打ち込む。


　すぐに既読が「２」になり、そこからはよく分からないスタンプの応酬になった。





　僕らがカッパになってカパゾンビの尻子玉を抜いていることは誰にも秘密だ。


　ピンチの時もあるけれど、さらざんまいでつながった僕らなら、何があっても大丈夫って思えるんだ──





　そう、思っていたのに。


「え……？」


　再び一稀の手からサッカーボールが転がり落ちた。


　蝉の声がより一層耳につく。


　ボールが転がった先に広がる光景に、燕太と悠も再び絶句するしかなかった。


　昨日三人で苦労して元通りにした練習場が、またしても汚されていた。


　ご丁寧に昨日よりもさらに酷い状態になっている。


「嘘だろ……」


「またか……」


「ふざけんなよ、せっかく直したのに！」


　燕太と悠が文句を言いながらゴミの山に向かっていく。


「俺たちへの嫌がらせみたいだな……」


　ふと思い当たったように悠が呟いた。


「はあ？　なんでオレらが、」


「もう一度！」


　燕太のボヤきは、一稀の声に遮られた。


「もう一度直そうよ。こんなことで僕たちは諦めたりしないってこと、証明しよう！」


「かずき……」


「……だな」


　そうと決まれば話は早い。


「よっし！　さらっと直してやるかぁ！」


　燕太がブンブンと腕を回してゴミを拾い始め、悠もそれに続こうとしたその時。


　ルルルル……ルルルル……


　悠のスマホに電話がかかってきた。


　画面を確認するまでもなく、相手はひとりしか思い当たらない。


「悪わりぃ、ちょっと」


　それだけ言って、その場を離れた。


「悠が電話って珍しいね」


　階段を登っていく悠を見送って、何の気なしに一稀が口にする。


「兄ちゃんからじゃねーの？　多分」


「あぁ、そっか」


「……久慈ってメールとか電話とか興味なさそうなのに、いっつもスマホ気にしてるよな」


「そうだっけ？　でもなんとなく分かるかも。きっと待ってるんだ」


　ふたりは、秘密の漏洩で見たことがある悠の兄を思い浮かべた。その姿は四年前のものだから、今とは違うのだろう。


　悠と兄のふたりだけの秘密を知ってしまった。それ以来一稀も燕太も、なんとなく悠と家族の話をするのは避けていた。


「さ！　オレらは掃除そうじ！」


「うん」


　ふたりは腕まくりをして、目の前のゴミの山を片しにかかった。


　昨日よりもさらに大量のゴミとしつこいペンキ汚れを、昨日よりも少ない人手でやっつけるには骨が折れた。


「くそー！　なかなか落ちねーな！」


　壁一面に撒まき散らされた赤いペンキを、デッキブラシで擦こすりながら燕太がぐちる。


「元通り綺麗にはならないかもね……」


　隣でブラシを動かしていた一稀もへこたれかけていた。


　その時、練習場脇の階段の上で足音がした。


　一稀が気付いて手を止める。


「悠？」


「遅おっせーぞ！　今日のコロッケお前のおごりな！」


「……ああ」


　茶化した燕太の言葉に、階段上の悠が生返事を返した。


「え？」


　戸惑う燕太を気に留めず、悠はさらに言葉を継いだ。


「……悪い、もうお前らとサッカーはできない」


　一瞬、蝉の声が止やんだ。


「今の電話、兄さんからで。でかい仕事がダメになったって……。お前らも知ってるだろ。表の仕事じゃないんだ。一度の失敗が命取りになる。なのに……、兄さんは、仲間に裏切られた」


「そんな……」


　ゆっくりと、悠が階段を降りてくる。


「指名手配がかかるのも時間の問題らしい。俺は兄さんに付いてこの街を出る。……だから、サッカー部の話は忘れてくれ」


　まだ汚れが残る壁のゴールを悠の手が撫でる。


　真夏の日差しが作り出した濃い影の中で、その表情は見えない。しかし、こんな時にかけるべき言葉なんて、まだ十四歳の彼らは持ち合わせていなかった。


「ずっと前から覚悟はできてる。……過去をなかったことにはできないってだけだ」


　久慈悠という人間は、こんなに一方的に話す奴だっただろうか？


　こんなに何もかもを諦めたみたいに──


「あと一枚」


　力強い声が響く。


「え？」


　振り向いた悠の視線が、強い意志を湛たたえた一稀の瞳ひとみとぶつかった。


「希望の皿だよ！　あと一枚で五枚集まるんだ。それで悠のお兄さんを助けられる！」


「かずき……」


　今まで春河のために皿を集めてきた一稀からそんな言葉が出るなんて、燕太はもちろん提案された悠本人も戸惑っていた。


「そうすれば、悠は出ていかなくてもいいんだろ？」


「あ、……あぁ」


「じゃあ決まりだ！　な、燕太！」


「おう！　久慈のためにラスト一枚、絶対手に入れようぜ！」


「だから、悠はここにいてよ！」


　夏の光の中で笑う一稀と燕太を、悠はただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。





　荒らされた練習場を元通りにして、今日もサッカーできなかったな、なんて笑いながら商店街で買い食いをする。


　悠がコロッケを奢おごろうとすれば、冗談真に受けんなよ！　と断られた。


　コンビニを見つけた一稀が、ケッピにお供え買ってくる、と店内に入っていった。


　その姿を見送って、燕太がぽつりと言った。


「一稀ってさ、本当はああいうヤツだったよ。春河の事故が起きる前みたいだ、今のアイツ……。オレずっと思ってたんだー。前みたいに、一稀に笑って欲ほしいって」


　もぐもぐとコロッケを頬ほお張ばる燕太に、悠は気にかかっていたことを思い出す。


　一稀はまだ店内を物色しているし、戻ってくるまでには時間がある。


「お前はいいのか？」


「ん？」


「お前は、あいつの望みを叶えるために皿を集めてたんじゃないのかよ」


　悠の記憶の中で、燕太はいつだって一稀のために泣いて笑って怒っていた。


　出会って間もない悠ですら、ふたりの間に流れた年月を思うには余りある。


「ちょ、久慈がオレに気ぃつかうとか、明日雪降るんじゃね？」


「茶化すな」


「ごめんって、怒んなよ！」


　燕太は手に提げていたビニール袋の中を探りながら質問に答えた。


「お前の言う通り、オレは今でも、一稀の望みを叶えたいって思ってる」


「だったら、」


　口を挟もうとした悠の目の前に、ずいっとコロッケが差し出された。


「で！　今の一稀の望みは、お前を助けることだ！」


　悠は二の句が継げなくなってしまった。


「分かったら素直に受け取れよ！　ほら！」


「……ありがとな」


　迷いに迷った挙句、おずおずとコロッケに手を伸ばした。が、その手はスカッと空を切る。


「やっぱ調子狂うからやーめた！」


　したり顔の燕太がひょいとコロッケを遠ざけたのだ。


「この、ブスッといくぞ！」


「いひひひ」


　そんなやりとりをしている間に、しろはすキュウリ味を抱えた一稀が店から出てきた。


「お待たせ。ふたりともどうかした？」


「「なんでもねー！」」


　相変わらずのマイペースを発揮した一稀は、ニヤニヤする燕太も、怒った顔でコロッケをかじる悠のことも水に流した。








「ケロ用心！」


　一方その頃、ケッピはかっぱ本通りのパトロールに励んでいた。


　というのは建前で、浅草のご当地アイドル・吾妻サラの腕に抱えられたカッパ王国第一王位継承者は、デートの真っ最中だった。


　とはいえ、ケッピが見える人間がもしいたとして、ふたりの姿は不気味なペットとその飼い主にしか見えなかっただろう。


「今日もこの街の間違いを正していくケロ」


　キリッとした表情でケッピが道端のカッパの置物を見つめる。


「これは……、カッパだケロ！」


　太短いケッピの足が伸びて、置物に「これはカッパ」ステッカーが貼られる。


「サラッと素敵でぃーっしゅ☆」


　続いてケッピの目に飛び込んできたのは、薬局などでよく見かける緑の置物だった。


「これは……、カッパじゃねぇえええ！」


　置物に「これはカエル」ステッカーが貼られる。


「サラッとカッコいいでぃーっしゅ☆」


　ケッピの一挙手一投足にハートを飛ばすサラに、真剣な瞳で告げる。


「そして君は……私だけのカッパだケロ……」


「サラッとスキでぃっしゅ☆」


　そう言って、サラは白くて丸くてもちもちの王子の頬（と思われる辺り）にキスを送った。


「最高のカップルですケロォ……」


　完全なるふたりの世界が昏れなずむ頃。





タマタマ……


タマタマ……


カワウソウソウソ


うばうぞタマタマ


よのなかウソウソ


うばうぞタマタマ





支配された真実のこころ　切り裂いて


触れた熱さと裏腹の　まがいもの





欲望を手放すな





我らの願いは終わらない夜


我らの出会いは始まらない朝





欲望を搾り取れ





　今日も人知れず、玲央と真武の秘密の儀式が繰り広げられていた。








「次のニュースでぃっしゅ☆　浅草一帯でサッカーボールが飛んでいくという事件が起こっています。ボールはフレンズ☆」


　アサクササラテレビのニュースが、今日も街の怪異を限りなくゼロに近い危機感で告げている。


　かっぱ広場に到着した一稀たちは、ケッピの姿を探していた。


「おーい、ケッピー。差し入れ持ってきてやったぞー？」


「ケッピの大好きなしろはすキュウリだよー？」


　しかし返事はない。


「おい、これ……」


　悠の足元に、噛み跡のついたキュウリが転がっている。


「ケッピの食べ残しか？」


「食い意地張ったあいつが好物放り出していくなんて……」


　キュウリを見つめていた一稀がハッと顔を上げる。


「まさか、ケッピの身に何かあったんじゃ……！」


　その時、どこからともなく不思議な歌が聴こえてきた。


「ふ・た・りぃ〜はカップル♪　さ・い・こぉ〜のカップル♪」


　ケッピがご機嫌な様子で戻ってきた。


「なんだ、無事じゃん」


　広場へ足を踏み入れたケッピは、険しい表情で叫んだ。


「ム！　留守中に何者かが侵入した気配がありますケロ……！」


「えっ!?」


「空き巣ですケロ！」


　ケッピの予感は的中した。かっぱ広場の床下の格納庫を開けると──


「希望の皿が……ない！」


　今まで集めてきた四枚の皿がこつぜんと姿を消していた。


「カワウソ帝国の仕業かも知れませんケロ」


「マジかよ、ヤバくね!?」


　焦る燕太の背後で、ふわりとサッカーボールが浮かび上がった。


「あっ、僕のボールが……！」


「どうやらカパゾンビのお出ましですケロ」


「くそっ、こんな時にかよ」


　ようやくまた一稀とサッカーができるようになったのに、カパゾンビなんかに邪魔されてはたまらない。燕太に迷いはなかった。


「一稀のボールを取り戻す！　皿のことはあとで考える！」


　突如、燕太の尻によく知った衝撃が走った。





　仲なか見み世せ通りを人力車が走っていく。


「今日のゾンビは『タマゾンビ』ですケロ」


「なんでだよ!?　オレ言ってないだろ、アノ言葉！」


　ケッピはカッパ燕太に一いち瞥べつをくれると、スイッと流れるシャッターを指し示した。


　おぞましくて口にもしたくないらしい。


【皿のことはあとで考える】


【考える＝かんがえる】


【がえる＝カエル】


【カエル＝最上級の侮辱】


　無情なシャッターが、燕太の失態を告げていた。


「んんん納得いかねーーー！」


　憤慨するカッパ燕太をカッパ悠が憐れみの目で見ている。


「とにかく、カパゾンビを倒してから消えた皿を探そう！」


　銀の希望の皿は五枚揃わないと願いが叶わない。


　カッパ一稀の言う通り、今はゾンビを倒すしかない。


「お、おう！　そうだな！」





　吾妻橋欲望フィールドの上には、サッカーボールの頭部に、赤いボールギャグを嵌はめたタマゾンビが鎮座していた。


　今日の奴は見た目からして欲望の内容がヤバそうだ。


『すべてのボールが妬ねたましい！』


　どうやら、タマゾンビはタマが好きで執着しているわけではないらしい。


　カッパ燕太はもうどうにでもなれ、と半ばヤケになってゾンビの肛門括約筋を掻い潜り、尻子玉を奪い取った。


「「「かっぱらったー！」」」





　尻子玉の中には、特殊なコスチュームに身を包んだ男と、その股間を蹴り上げるこちらも特殊なコスチュームの女性の姿が見えた。


「そうか、ボールになって彼女に蹴られたかったのか……！」


『誰にも言えない秘密を知られてしまったぁー！』


　タマゾンビもとい、玉たま寄より私し蹴けるは断末魔の声と共に爆発した。


『タマシイの叫びぃーーーー！』





　ケッピの声が響き渡る。


『さらざんまいですケロ』


「さら！ーーー」


「さらーーー！」


「さらーーー！」


「「「さらざんまい！」」」








　いつかのケッピの言葉を思い出す。


　さらざんまいとは、身も心もつながるということ、知られたくない秘密もすべて共有する。


　なんだかんだ、意識共有の海にその身を任せるのは気持ちがいいし、要領のいい燕太は自らが先頭にならなければ問題ないと高を括くくっていたのだった。


　それがまさか、あんな揚げ足取りのような形で先頭に据えられるとは。





『漏洩します』





　最初の漏洩は、思った通りの場所からだった。


　夜の吾妻橋東のたもと。誰もいない練習場。色いろ褪あせたサッカーゴールが照らし出されたその壁に、長く伸びた人影が落ちる。


　暗闇の中で振り向いたその人物は、これまでずっと練習場を守り抜いてきた燕太本人だった。


　大きなゴミ袋を抱え、手当たりしだい撒き散らし、ゴールが描かれた壁にむかって何度もペンキを叩きつけていく。





　尻子玉を受け取った悠は混乱していた。


「なんで、お前の大切な場所だったんじゃないのか……？」


　今回の秘密の漏洩は、視覚的な情報は入るものの、先頭となった燕太の感情が乱れすぎていて、その一つ一つを取り出して理解するなんて到底無理だった。ありとあらゆる種類の紐ひもや鎖や糸が絶対に解ほどけないレベルでもつれ合っている、という印象に近い。


　なぜ、と疑問を抱いだきながらも、悠はどこかで分かっていた。おそらく自分の存在が燕太にここまでさせてしまったのだろうと。


　これは感情の共有ではなく、悠の推察でしかない。


　尻子玉を渡す時、事情を知った一稀がどういう反応するのかが、一番怖かった。


　結果次第では、自分と燕太のみならず、一稀と燕太の仲が壊れる可能性がある。


　そんな悠の気苦労も意に介さず、漏洩は続く。





　深夜のかっぱ広場。


　先ほどと同じく、頭にほっかむりをした燕太が抜き足差し足でやって来た。


　迷いなく広場の奥へ進み、跪いて格納庫に手をかける。そこにはまだ、銀の希望の皿が仰々しく納まっていた。


　慎重に持ち上げられた四枚の皿には、この上なく悪い顔をした燕太が映り込んでいる。





「燕太が皿を……？　どうして？」


　一稀の心底驚いたという感情を察知した燕太が絶叫した。


「ちっくしょぉーーー！　久慈のことばっかり気にしやがってーーーー！」





　あぁ、どうして人は欲望を抱えてしまうんだろう。


　こんなものに振り回されて、自分が自分じゃなくなって、挙句誰かを傷つける。


　叶うなら、綺麗なものだけを君にあげたかったのに。


　ゴミの山と一緒に、捨ててしまえたらよかったのに。







５







　あの時カワウソが出した条件はこうだった。


　元よりこの戦争はエネルギー戦争であった。カワウソ帝国が勝利したとはいえ、カッパ王国の資源が底をつくのも時間の問題である。相棒の命を再生させる代わりに、新たな資源を得るために我々の下で働いて欲しい、と。


　要は、奴隷になれということか。玲央がこの交換条件を正しく理解していることも、その上で条件を飲むことも、カワウソには見透かされている。


　玲央は迷いなく真武の再生を願った。





　今、ようやく面会の許可が下りた真武に会うために、玲央は暗いエレベーターの中にいた。


　一体どこまで上昇するのか、最上階は本当に存在するのか疑わしくなってきた頃。静かに籠かごが静止する。ドアが開くまでの時間が、引き伸ばされたかのように感じられた。悪夢はもう終わりにしたい。





　東雲しののめ色が目を刺した。


　雲の中に浮かんでいるかのような最上階のデッキに降り立つ。


　目の前には、何度も夢に見た後ろ姿。


　待ち望んだその時に、胸を駆け巡ったのは相反する感情の嵐だった。


　振り向いて欲しい。振り向くな。こっちを見て欲しい。見たくない。


　そのどれもが本当で、偽りのないこころだった。


　自分の中の嵐から目を逸らさずに、一歩また一歩と歩み寄る。


「玲央」


　名前を呼ばれて立ち止まる。焦がれていたその声は、記憶の中のそれと寸分違たがわず鼓膜を揺らした。


「心配をかけたな、もう元通りだ」


　同じだからこそ、べったりと違和感がこびりつく。


　真武と同じ姿形で同じ声を持つ、お前は──


「お前は、誰だ……？」


「私は真武。お前の相棒だ」


　強い風が、ふたりの間を吹き抜ける。


「ちがう！　お前はオレの知ってる真武じゃない！　真武はそんな顔でオレを見ない！」


「帝国の技術力は本物だ。私の人格は完全に再現されている」


「嘘だ！　オレは認めない！」


　その言葉を待っていたかのように、カワウソが姿を現した。


「ウッソー……ではない。今の真武には機械の心臓が埋め込まれている。それを動かすためにはお前の助けが必要だ」


「は……？」


「気に入らないなら真武の心臓を止めればいい……お前の手で」


「オレに……真武を二度も殺せっていうのかよ……！」


　真武の言葉が、またリフレインする。


『欲望を手放すな』


　そう言った本人は、苦しみもがく玲央を凪ないだ瞳で見つめていた。


　カワウソが、まるで誰かの誕生日を祝うような声色で高らかに告げた。


「ウッソー。お前たちには本日付で人間の世界へ異動してもらう。カッパ王国から奪い取った、我々の希望とともに……！」





　地獄の釜の底から、地を這うような雄お叫たけびが轟とどろいた。


『ダダダダダーーーークネス！』








第八皿　　飴
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　兄さんは俺のために全部捨ててくれた。


　だから俺も一番大事なものを捨てる。








　四年前の冬。


　夕暮れの吾妻橋から、小さなサッカーボールが川かわ面もに落ちた。


　たよりなく流れに揺られ、ふらふら浮き沈みする小さな円。


　十歳の悠は、欄干からそれをじっと見つめていた。


「どうして捨てるの？」


　一瞬、咎とがめられたのかと身構えた悠の視線の先。


　眼下の川辺から、自分と同い年くらいの子どもがこちらを見上げていた。


「きらいになったの？」


　尚なおも質問が飛んできて、咄とっ嗟さに悠は答えを返した。


「ちがう。でも生き残るためには捨てなきゃいけないんだ」


　こんなことを言っても、どうせ分かってもらえない。分かって欲しいとも思わない。


　すると、男の子は独り言のように呟いた。


「僕もそうだったのかな？　……僕は誰ともつながっていないんだ」


「そう」が何を指すのか、なんて幼い悠には理解できなかった。けれど、自分たちはある種同じものを失っているんだろう、という予感があった。


「誰だって、切れてからつながっていたことに気付く……」


　それは、両親が死んでからずっと悠が胸に抱いてきた想いだった。


「俺は残されたつながりを守らなきゃいけない。だから……サッカーは捨てる」


　そしてこれは、あの夜を越えた悠が自分に誓った決意。


　だから、これは最後のわがままだ。





　手のひらに握りしめていた小さな円を、力一杯遠くへと投げる。


　青いミサンガが、ゆっくりと確実に、相手の手の中に届いた。


「それやるよ！」


　捨てたっていいし、誰かにあげたっていい。


　悠自身の幼い願いは叶いそうもないけれど。


「切れるから叶う願いもあるんだぜ！」


　自分を一番鼓舞してくれるポーズを決める。


　このポーズも、感傷もなにもかも、この場所に置いて行くのだ。








「覚えてるはずもない……か」


　あれからすぐに悠は誓ちかいとともに浅草を離れ、遠い親戚を転々とした。


　小学校に通えなかった時期もあった。けれど、身の回りの環境は移り変わっても、夜眠る布団と、三度の食事は与えられた。


　その裏で、兄がどれほど頭を下げ、あるいは悪事に手を染め、ふたり分の食い扶ぶ持ちを確保していたのか。それを想像することは、なによりも悠を焦らせた。


　だから悠だって忘れていたのだ。


　この街に戻ってきて、厄やっ介かいな奴らと関わり、カッパにされてしまうまで。


　燕太が一稀に手渡した青いミサンガをこの目で見るまで。


「ここも見納めだなァ」


　呑のん気きな声が降ってくる。


「兄さん！」


　見慣れたダークスーツ姿の誓が、水上バス乗り場から現れた。


「おー、朝っぱらから悪りィな」


　いつも通りの飄ひょう々ひょうとした物言いに、こちらが不安になってくる。


「大丈夫なのか？　状況は？」


「さぁな。ただ四年前の事件まで嗅かぎつけられてる可能性が高たけェ」


　その言葉に固まってしまうのは、もはや条件反射だった。


「あ？　お前まだ『俺のせいで』とか思ってんじゃねェだろうなァ？」


「別に……」


「ったく、お前はいつんなったら素直に甘えてくれんのかねェ」


　その願いが叶うことは一生ないと言い切れる。今だって、悠が絶対に甘えないと分かっていて言っているのだ。兄の言葉を真に受けるとどうなるかは、悠が一番よく知っていた。


「お前はよくやってる」


　大きな手のひらが伸びてきて、少し汗ばんだ悠の頭を遠慮なくかき混ぜる。


　今日こそ文句を言ってやろうと顔を上げたところで、真剣な目に射抜かれた。


「けど忘れんな、お前にオレが必要なように、オレにもお前が必要だ」


　真に受けるな。


「オレと一緒に来い、悠」


　でも別に、真に受けたって死にはしない。


「兄さん……」


　今までどんなにねだっても与えられなかったものを、惜しげも無く目の前に並べられてそれを選ばない方が馬鹿だ。


　分かっているのに──


「ん？　どした？」


　兄の機嫌を損ねるのは本意ではない。


「……少しだけ、時間が欲しい」


「あ？」


「違うんだ！　俺は兄さんと行く。それはもう決めてる。ただ、ちょっと放っておけない奴らが……」


　上手い言葉が出てこない。こんな説明で兄を納得させるなんて到底無理だ。


　そう思っていたのに。


「ぶっは！　お前のそういうカオ、ひっさびさに見たわ」


「なっ」


　必死な様子を笑われると、恥ずかしくて腹が立った。


　でも、そう言う兄の笑った顔だって久しく見ていなかった、と思う。


「分かった分かった、待ってやる。ただし、一日だけだ」


　最後の言葉に、笑顔はもうどこにもなかった。
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　浅草六区の五ご叉さ路ろから、花やしきの方へ少し歩くと、昔懐かしいスマートボール屋がある。


　その店内で、燕太がクダを巻いていた。この店は燕太の祖母が趣味でやっているのだが、レトロな店構えが観光客にも地元客にも愛されており、今日も客の入りは盛況だった。


「くっそー、一稀のヤツ！　なんっでオレばっか責められなきゃなんねーの？　アイツとオレ、どっちが大事なんだよっ！」


　黄色のキャップを被かぶり、景品の飴あめを咥くわえた燕太が、乱暴な手つきでレバーを引き続ける。


　夏休み三日目にして気分は最悪だった。


　昨夜の漏洩で燕太の所業がバレた後のことは思い出したくもないので割愛する。が、一稀と燕太は大げんかになった。そして今このヤケっぷりである。


　打ち出された青い玉はどんどん流れ落ちてガーターになる。スマートボールに上手いも下手もそこまでないとはいえ、これだけ適当に乱れ打ちすれば持ち玉もすぐ底をつく。


　レバーが空回りして、燕太は悪態をついた。


「あれ、もうタマ切れかよ……。あぁーーなんも上手くいかねぇーー！」


　燕太の視界に、玉をつまんだ大きな手がひょいと入り込んできた。


「上手くいかねぇ時は全部捨てちまえ」


　青い玉がひとつだけ、射出口に落とされる。


「人生は一発勝負だ」


　カツン……


「命の替え玉はねぇからな、っと！」


　流れるようにレバーが引かれ飛び出した玉は、見事大当たりのホールに入った。


　大量の持ち玉が流れてきて盤面を埋め尽くす。


「すげぇ……！」


「なァ？」


　得意そうに言ってのけるその大柄な男を見た燕太は小さく声を上げた。


「んあ？　オレの顔、なんかついてるか？」


　帽子のつば越しに見えた悠の兄の顔は、四年前の面影を残しつつ、さらに堅気ではない空気を纏まとっていた。


「いえ何も！　あ、そうだこれ、お礼に……」


　話を逸そらしたくて手持ちの棒付きキャンディーを差し出す。出してから、ナメとんのかと怒られるのでは……、と慄おののいた。


「お、ちょうど切らしてたんだ。人助けはするもんだなァ」


　予想に反して上機嫌になった強こわ面もての兄は、店先に佇たたずむ人影を見て盛大に舌打ちをして、燕太を無駄にビビらせた。





　誓が警戒した人影は、ふたりの警察官・玲央と真武だった。


「多た摩ま地区で台頭してきた詐欺グループのリーダー……ね。なんでオレらが？」


　手に持ったファイルを興味なさそうに見つめて玲央がボヤく。


「非常招集で言っていただろう。この街には容疑者の生家がある。一時的に浅草に現れる可能性が高い」


　対する真武は、必要な情報だけを正確に伝える。


「ふーん、で？」


「四年前に起きた銃殺事件の容疑者だ。捕獲すれば、確実にカパゾンビにできる」


「ハッ、できそこないのお人形さんは、アイツらのご機嫌取りに必死だねぇ」


　この程度の誹そしりは日常茶飯事だ。黙り込んだ隣の空気を感じ取り、顔を上げた玲央の目の前に、曲げわっぱが差し出された。


　中には、可愛らしいカワウソの形の人形焼が三つ並んでいる。


「……オレがこれで言うこと聞くとか思ってるわけ？」


　だとしたら、随分ナメられたもんだと思う。しかし、食べ物に罪はない。


　試しにひとつ、口に運ぶ。


「んぐっ、……これ生焼けじゃん」








「だ、大丈夫そうっす」


　スマートボール屋の裏口から、燕太と誓が顔を出す。


　ササササササ……


　まだ日も高い午後の路地裏を、壁伝いにカニ歩きするふたりは、不審者以外の何者でもなかった。観光客でごった返す大通りでは、コソコソする方が不自然なのでやめた。


「いやァ、助かったぜ。この辺、詳しいのか？」


　そう言って前を歩く誓の方こそ、慣れた地元の歩き方に見える。


「ガキの頃からカズ……友達と遊んでたんで……」


「知らねー内に変わっちまうなァ……街も人も」


　誓の背中に、思い切って聞いてみる。


「あの、何かしたんすか？　悪いこと」


「そう見えるか？」


「はぁ、まぁ……」


「ぶはっ、だよなァ」


「えぇー……」


　この手のまともに取り合っても無駄なタイプは、家に一人いるので何となく分かる。


「メガネ坊主、年いくつだ？」


「え、十四っすけど……」


「十四にしちゃあ、ちっせーなァ！」


「ほっといてください！」


　燕太が怒ると、誓は面白がってさらに距離を詰めてきた。


「ははっ、悪りィ悪りィ。ちょうどお前と同い年の弟がこっちにいてよォ」


「……知ってます」


「長いこと放ったらかしにしたせいか、妙に大人びて可愛げねーんだわ」


　兄の前ではカッコつけて背伸びしている悠が目に浮かぶ。


「その弟を連れて街を出る。今とっ捕まるワケにはいかねぇんだ」


「あのっ……」


　考えるよりも先に口が動いていた。


「オレでよければ、手伝います……！」


「あ？」


　目の前の誓は目をパチクリさせている。








「いい加減大人になれよ。お前から折れてやれば、陣じん内ないも謝りやすいだろ」


「嫌だ！　なんで僕が燕太に謝らないといけないんだよ！」


　こいつ本当に意固地だな。いや、前から知ってはいたけれど。


　かっぱ広場で一稀の説得を試みていた悠は、予想通りの展開にため息をついた。


「悠だってムカつくだろ？　本当なら今頃、悠の望みは叶ってるはずだったのに！」


「まぁ、それは……なぁ……」


　地面に叩きつけられる拳が、一稀の怒りは本物であると告げている。


「燕太の奴、見損なったよ！　嘘ついて、僕たちのこと裏切ってたんだ……！」


　厄介だと思いつつ、悠はどこかで安心してもいた。


　一稀の怒りは、ちゃんと燕太に向かっている。これでまた罰ゲームだなんだと言い始めたら、喧嘩にもならないところだった。


　だから、ふたりが正面からぶつかれたなら、それは進歩というのだろう。想定外の大事件が漏洩しないと始まらないのは考えものだが。


「あいつにはあいつの事情があるんだよ。お前もちゃんと話聞いてやれよ」


「事情ってなんだよ？」


「それは、……俺から言うことじゃない」


　人の恋心を漏洩させるほど野暮ではない。しかし、時としてそれが裏目に出ることもある。


「なにそれ、ふたりの秘密ってこと？　何で悠は燕太の肩持つんだよ!?」


「いや、別にそんなつもりは、」


「もういいよ！　皿は僕が見つける……！」


　そう言い捨てて、一稀は広場を出ていってしまった。


　勝手に怒って勝手に話を終わらせるなよ。一稀らしすぎて呆れてしまう。


「こういうの得意じゃないんだよ……」


　それでも。


　できることがあるなら、多少の無理をしてでもなんとかしたい。


　背中のリュックが重みを増した。





　燕太の家を訪ねてみたが不在だった。大体いつも、悠が一稀に巻き込まれているとその内に燕太が一稀を追って合流してくる流れだったな、と思い返す。


　雷門の前を通りすぎる時、誰よりもよく知った顔が街頭モニターに映し出された。


「次のニュースでぃっしゅ☆　悪質な詐欺グループ『ＳＨＩＫＯＴＡＭＡ』のリーダーで、指名手配中の久慈誓容疑者・二十五歳が、浅草に潜伏している可能性があるとして、警察は緊急配備を行っています。御用だ御用だ☆」


　いつ撮られたものなのか、写真の誓はつまらなそうな顔でこちらを見ている。


「ちっ、もう時間がない……」


　走り出した悠の背後で、不気味な叫び声がした。


「クワァアアアーー！」
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　陣内燕太は人生ではじめて犯罪に加担していた。本人は知る由もないが、指名手配犯の逃走を助ける行為は、犯人隠避罪というれっきとした犯罪である。


　ちなみに、ストーカー規制法は、被害者（この場合は一稀）が訴えない限りは成立しない。


　指名手配犯とその共犯は、浅草六区にある激安の殿堂にいた。


　軽快で珍妙な歌がドンドンとリピートされている店内は、バラエティグッズや菓子類が堆うずたかく積み上げられている。


「あ、坊主アメいるか？　ポテチでもチョコでもいいぞ？」


「いや、そーゆーのいいんで、これ！」


「んだコレ？」


　誓は押し付けられたビニールのパッケージをとりあえずカゴに放り込んだ。








「カッパだ！」「カッパ仮面だ！」


　浅草六区の五叉路で、燕太は立ち往生していた。


　目の前には、たいへん微笑ましい光景が広がっている。


「おー、カッパのきゅうりが欲しいヤツは手ェ挙げろォ」


　はーいはーい！　と子どもたちが押し寄せる。


　その中心にいるのは、カッパ仮面の変装をした指名手配犯だ。


　とにかく変装をして安全なところまで……という発想自体は悪くなかったはずだ。


　なんでオレは、カッパの変装を選んでしまったのか……


　毎度ケッピにカッパにされている弊害がこんなところで現れようとは。


　奇くしくも夏休み。六区では子ども向けのイベントが開催されていた。カッパのお面をつけた大人たちが、きゅうりの一本漬けを配っている。


　誓はその様子を見るが早いか、輪の中に入って行ってしまったのだ。


　表情は仮面の下で見えないが、子どもたちにきゅうりを配って頭を撫でるその手つきはやわらかく見えた。


　やんちゃな子どもが膝ひざ裏うらにキックをかましてきても「いってぇなァ、ブスッと行くぞクソ坊主！」と笑っている。


「あの人、本当に逃げる気あんのか？」


　何となく止めに入るのも気が引けて、燕太はきゅうりの一本漬けをかじった。








『本日ブラザー＆シスター限定☆　仲良しビー忍者祭り開催中！　ブラザー＆シスター以外はお断り！』


　燕太と誓は、またまたコアなイベントが行われている花やしきへ潜伏することにした。ビー忍者のコスプレはさすがに辞退する。誓がいると、こういう時すぐ断れて便利だった。


「花やしきなんていつぶりだろーなァ」


「係の人が兄弟だって信じてくれてよかったっすね」


　全然似てないのに……とボヤきながら、燕太はソフトクリームを舐なめた。


　誓は羽振りがよく、何かにつけて燕太に買い与えようとしてくる。さすがに、仕事で失敗したのに大丈夫なんですかとは言えず、ありがたく頂くことにした。燕太にもそれくらいの分別はあるのだ。


　当の本人は、花やしき限定の「マリファナドリンク」というまったく笑えない代物を飲んでいる。


「あの頃は、兄ちゃん兄ちゃんって、オレの後ろ付いて回ってた奴が……知らねー内に変わっちまう……」


　屋上庭園のベンチに腰掛けるふたりの目の前に、ビータワーのお菓子の家が浮上していくのが見えた。


　そのひとつには、四人家族の兄弟が乗っている。


「今のアイツは、仲間とオレ、どっちを取るかで迷ってる。今まで誰とも馴なれ合わなかったアイツが……」


「な、かま……」


　自分たちのことを客観的に言葉にされたのははじめてで、少し面食らう。


「ま、しかたねぇか。オレはアイツに大事なもんを捨てさせちまったからなァ」








　夕暮れの吾妻橋から、小さな茶色い紙袋が川面に落ちた。


　ドボン、とそれなりに重い音を立ててすぐに見えなくなる。


「これで終しまいだ。銃のことは忘れろ……いいな」


　由ゆ利り鴎かもめから預かった、そして彼を撃ち殺した銃が川底に沈んだ。


「……うん。兄さんは先に行ってて」


　虚ろな声で、幼い悠が呟く。


「おう」


　証拠隠滅が済めば、ここに留とどまる意味はない。


　誓は鼻歌を歌いながら歩き出した。


　間もなく背後でパシャンと軽い音がした。振り返ると、弟がさっきまで抱えていたサッカーボールを川に投げ捨てていた。


「兄さんは俺のために全部捨ててくれた。だから俺も一番大事なものを捨てる……！」


　はじめて、小さな弟の重大な決意を垣かい間ま見みた気がした。








　誓のスマホの画像フォルダには、今でも昔の悠の写真が残っている。


　近所のサッカーチームに所属して、ポーズを決める幼い悠は、まだ自分のことを「僕」と呼んでいた。


「アイツはサッカーを捨てた。将来の夢はサッカー選手だって言ってたのにな」


「……ウソ、だろ……。このミサンガ……」


　何気なく写真を覗のぞいた燕太は、悠の右足首に巻かれた青いミサンガに釘付けになった。


　食べかけのソフトクリームが残念な音を立てて地面に落ちる。


「ん？　あぁ、このミサンガも誰かにやっちまったみてーで、おい坊主落ちたぞ」


「誰に!?　誰にあげたんすか!?」


　なりふり構わず問い詰める燕太の勢いに、誓も面食らっている。


「そこまでは知らねーよ。きっと誰かに覚えていて欲しかったんだろ。サッカーを大事にしてた自分を」


　スマホを胸ポケットにしまいこんで、誓は空を仰いだ。


「根が真面目すぎんだよ、アイツ。オレのためなら危ねーことでも汚ねーことでも平気でやっちまいやがる。別に頼んだわけでもねーのになァ」


「オレだって、一稀のためなら何だってしたのに……！」


「んあ？」


　俯うつむいた燕太が、拳を握って立ち上がる。


「どれだけ尽くしたって、報われなかったら虚しいだけだ……」


　金網を握る手は震えていた。


「それを決めんのはテメェ自身だ。だったら楽になれる方を選べばいいだけのことだろ？」


　赤の他人の助言は、余計な情が混じらない分容赦がない。


　そして、諦めても楽になんてなれないことを、燕太はもう知っている。


　その時、眼下に目立つ二人組が見えた。


「あれは……」





　玲央と真武は花やしき園内を巡回していた。


「兄弟限定……。オレたちのどこが仲良し兄弟に見えるっていうのかねぇ？」


「入園許可が下りたのは、我々が警察官だからだろう」


　至極真っ当な答えが返ってきて興が冷める。


「おりこうさんな解答どうも」


　玲央はつまらなそうに人形焼をかじった。








　花やしきの青い塀を乗り越えて、誓が裏通りに飛び降りる。


「よ……っと」


「あわわわ……、うぎゃっ！」


　運動神経はあるが、運がない燕太は足を引っ掛けて落っこちた。


「そろそろ潮時かもなァ」


　歩き出した誓に、燕太も同意する。


「そうっすよ。早いとこ弟さん連れて出てってください！」


「クワァアアアーー！」


　突如、不気味な雄叫びが上がった。


「え？」


　燕太と誓が振り向くと、坊主頭に剃そり込みを入れ、サングラスにいかつい髭ひげ、特注の黒いスーツに身を包んだ男が立っていた。


　間違いなくカタギではない。


「ちかいぃーー！」


「な、何なんすかあの人!?」


　男の目的は明らかに誓だ。ただ、どう見ても友達という雰囲気ではない。


　誓はしばしその男を見つめ、それからヤス？　と呟いた。


「あ、やっべ」


「兄貴の弔い合戦じゃあーーー！」


　男は懐から取り出したドスを鞘さやから引き抜き、こちらに向けて突進してくる。


「クワァアアアーー！」


「え、え、え、ええええ？」


　どうすんの？　どうすんのこれ？　ばあちゃんの好きな任にん侠きょう映画の世界かよ！


　ドガッ……


　燕太の背中に衝撃が走った。


　一瞬ケッピに噛み付かれたのかと思ったが、それは誓の足だった。


「ぐへぇっ！」


　海老反りになった燕太の身体に、向かってきた男のドスがあと数センチまで迫った。


「どひゃぁああああ!?」


　咄嗟に身を引いた燕太を、ヤスと呼ばれた男が睨む。


「ああぁん？」


「サササササササ……！」


　燕太を囮おとりにした張本人は、はるか彼方へ走り去っていく。


「えっ!?　は？　ちょ、ちょっと！」


「おいコラ、テメェ誓の連れか!?」


　ぐいっと襟えりを掴つかまれて、至近距離で凄すごまれる。


「ちっ、違います！」


　ぎりぎり嘘は言っていない。


「トボけんなコラァ！　今日はブラザー＆シスター限定の日だろうが！　ああぁん？」


　ローカルイベントに詳しいヤスは、何を言っても許してくれなさそうだ。


「ひぃいい〜〜！」


　その時。


「おまわりさーん！　こっちでーす！」


　ドラマや映画でよく聞くセリフが飛んできた。


　助かった！　と燕太が振り向くと、先ほど花やしきで見かけた警官ふたりがやって来ていた。


「警官は我々だろう」


「こーゆーのよくあんじゃん？」


　警官の格好で警官を呼ぶことについて、真武は理解に苦しんでいるようだ。


　ふたりは表向き警官らしく振舞った。


「子ども相手に何をしている」


「それ、銃刀法違反だよ？」


　しかし、それで怯ひるむようなヤスではなかった。


「クワァアアアーー！　こちとら誓をヤるために今日まで生きてきたんだ！」


　何を隠そうこの男、四年前に殺された由利鴎の舎弟・安やす田だヤスである。


　頭かしらを失った「ユリカモメ」を立て直し、今日まで復讐だけを胸に生きてきた、情に厚い男だった。


「やばいやばいやばいやばいやばい……」


　ヤスの手から逃れた燕太は、命辛々木陰まで逃げ延びた。身の安全がひとまず確保されると、野次馬根性で顔を覗かせる。





「誓……、それは指名手配中の久慈誓のことか？」


　図らずもターゲットの情報を得た真武が問い掛けた。


「サツなんかに渡してたまるか！　兄貴をヤッた落とし前、きっちりつけさせてやる！」


　だが、ヒートアップしたヤスは聞く耳を持たない。


「暑苦しー」


「久慈は逃げたようだな」


　ふたりの興味はもう失せたようだ。


「ごちゃごちゃうるせぇ！　クワァアアアーー！」


　収まらない怒りの矛先を警官に向けたヤスが突っ込んでいく。が、ひょいと出された玲央の長い足にひっかけられて、つんのめってしまう。


「クソォ……！」


　振り返ると、とてつもなく冷たい眼まな差ざしがヤスを見下ろしていた。


「我々の邪魔をするな」


「往来だけど仕方ないか」


　玲央がホルスターから銃を取り出す。


「そ、そんな脅しに乗ると思うくわぁー！」


　引き際を逃したヤスが、ドスを構えて飛び出した。


「今ひとつの扉を開こう。欲望か、愛か……」


　銃の標識が「吸」ではなく「撃」に変わっていた。


「クワァアアアーー！」


　ダアアアァアン……


　ヤスの脳天を一発の銃弾が撃ち抜いた。


「ク……アァー……」


　額から煙を上げたヤスがどさりと倒れこみ、動かなくなった。


「あ……わわわわ……」


　木陰から一部始終を見ていた燕太は、ガクガクと震えながらその場から逃げ出した。





「これどうする？」


「貴重なカパゾンビの資源だ。無駄にはできない」


「言うと思った！　じゃあお前が持って帰れよ？」


　玲央と真武の会話は、死体を前にして話すトーンとは程遠い。


「今の銃声はなんだ!?」


「人が倒れているぞ！」


　巡回中らしき警官ふたりが、こちらへ駆けつけてくる。


「あーあ、見つかっちゃった」


　ヤスの死体を検分し、青ざめた様子で問い質ただされる。


「お前たちが撃ったのか!?」


「頭部を一発で……、正当防衛では済まされないぞ！」


「おい！　ふたりとも黙ってないで何とか」


　玲央がニヤリと笑ったその時。


「撃ったのは久慈誓容疑者だ」


　片方の警官が、誓の名前を出した。


「は？　急に何を」


「久慈は四年前の事件で恨みを買っている」


「そーそー、悪いのは久慈だよ？」


　何かがおかしい、同僚の様子も、目の前の見知らぬ若い警官二人組も。


「そんな証拠、どこにも……」


　そう年とし嵩かさの警官が口を開いたところで、真武が小さなピンを指で弾はじいた。


　赤いハートマークのピンバッジが警官の胸で光る。


「もう一度確認する。この男を撃ち殺したのは誰だ？」


「……久慈誓容疑者だ。間違いない」


　玲央はケラケラと笑って言った。


「じゃあさ。ついでにコレ運んでくんない？」








　雷かみなり５ゴ６ロ５ゴ６ロ会館のときわホール。真っ暗な舞台上に設置されたスライドが、明るく照らし出されている。


「ここ数日監視していましたが、この者たちが黒ケッピさまを幽閉しているとみて間違いないでぃっしゅ☆」


　スライドには、浅草川嘘交番の美丈夫二人組が、焼きそばを食べたり、燕太の祖母とお茶を飲んだり、迷い猫を探したり、ヤクザを撃ち殺したりしている場面が映し出されている。


「まさか……、生きていたのかケロ……」


　信じられないという目でケッピがスライドを見つめている。


　隣に座っていたサラがすくっと立ち上がると、急にテレビショッピングのような口調で話し始めた。


「そして、こちらが対カワウソ用秘密兵器でぃっしゅ☆」


　舞台上のスポットライトが、「対カワウソ用秘密兵器」を照らし出す。


「これは……」


「スイッチひとつで相手をカチンコチンに凍らせて、生け捕りにすることができるんでぃっしゅ☆」


　カッパ文明の利器である「対カワウソ用秘密兵器」の見た目と性能は、夏に缶ビールをキンキンに冷やせる機械に酷似していた。


「なるほど。ではまず彼らの現在位置を把握するケロ」


　腕の立つフィアンセに感謝しつつ、ケッピはディスプレイを操作し始めた。


「腹が減っては戦はできぬ〜☆」


　一息ついたサラは、カッパ軒のきゅうりラーメンの出前をとっていた。


　ここのきゅうりラーメンは、丸ごときゅうりトッピングが売りである。


　さらにコショウで味にアクセントをつけていく。


「コショウ・コショウ！　あっ！」


　お約束のようにコショウの蓋ふたが開き、スパイシーな粉がサラの鼻び腔くうをくすぐった。


「ふあ、へ、へ、へーくちっ！」


　勢いよくくしゃみをしたサラは、愛しい王子を思い切り蹴飛ばしてしまった。


　お約束のように「対カワウソ用秘密兵器」の蓋が開き、ケッピがセット完了されてしまう。


「きゃあ！　王子!?」


　ギュワーーーーーーン！


　唸うなりを上げる「対カワウソ用秘密兵器」。


　その中でもみくちゃにされた王子が、冷気とともに飛び出してくる。


　かちーん……こちーん……


　立派なカッパ王国第一王位継承者の氷漬けが完成した。


「た、大変でぃっしゅ！　あ、もう生放送の時間でぃっしゅ☆　遅刻はご法はっ度と〜☆」


　プロ意識の高いサラは、アサクササラテレビのために一いっ旦たん席を外した。
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　日が傾き掛けた隅田川テラスに、燕太と誓の姿があった。


「よく無事だったなァ、メガネ坊主」


　堤防に背を向けてもたれ掛かった誓が笑っている。


「あんたマジひでぇよ！　死ぬかと思った！」


　燕太としてはできればもう会いたくなかったのだが、誓はひょっこり目の前に現れた。


　特に謝罪の言葉はない。いったいどういう神経をしているのか。


「この世界は悪い奴が生き残る。メガネ坊主みたいなお人好しは用心した方がいいぜ？」


「あんたがそれ言う!?」


「ま、せっかく生き延びたんだ。さっさとダチと仲直りしろや」


「は？　いや、オレは別に……」


「じゃねーとオレみたいになっちまうぞ？」


「わ、笑えねー……」


　敬語もやめてそう言うと、誓はまた笑った。


　ピリリリ、と耳慣れない着信音が鳴り始めた。


「お、じゃ行くわ。ダチと一緒に喰いな」


　胸ポケットを探った誓が何かを投げて寄越した。


「わっ？」


　燕太の帽子に当たって手のひらに落ちてきたのは、イチゴ味とリンゴ味の棒付きキャンディーだった。


「おう、マサ？　これから船でそっちに向かう。……あぁ、もちろん悠も一緒だ」


　誓はもう歩き出している。


　その背中を見送って、燕太は手の中のキャンディーを見つめた。


　一本足りないなんて、今更思ってんじゃねーよ。


　そう自分を叱しっ咤たした時、スマホが鳴った。


　ディスプレイに表示されたのは、今まさに考えていた相手の名前だった。


　迷わず通話ボタンを押すと、勢い込んで向こうから声が聞こえる。


『陣内か？　矢逆のことで話が、』


「何で黙ってたんだよ？」


　こちらはこちらで聞きたいことがあった。


『は？』


「お前が一稀に渡したミサンガのことだよ！」


　燕太がそう言った瞬間。電話の向こうで息を飲む音がした。


『……アイツ、思い出したのか!?』


「え、いや一稀は気付いてねーと思うけど……」


『……そうか、……だよな』


　明らかに落胆した声に、またムカムカとした気持ちが迫せり上がる。


「なんで一稀に言わねーんだよ？　オレに気ぃ遣ってんのか、気持ち悪りぃ」


　それが本当なら、一発殴ってやらないと気が済まない。


『……アイツは何も覚えてないし、今更教えてやる必要もない。お前らふたりはこれからもゴールデンコンビでやっていけよ』


　悠の声は、あの時と同じだった。何もかもを諦めたようなあの声で──


「……お前はそれでいいのかよ？」


　それはあの日、悠が燕太にかけた言葉だった。


『……俺は兄さんのために生きる。……じゃあな』


　そして通話は勝手に切れた。


　手の中の二本のキャンディーを握りしめる。


「……嘘下手すぎだろ」








「ここにもない……」


　車の下を覗き込んで一稀が呟いた。


　あれから、アテもなく燕太と皿を探して回ったけれど、どちらも見つかりそうになかった。


　高架下の駐車場は、今日も人ひと気けがない。一稀は立ち上がって、傍らのレクサスを見つめた。


「そういえば、ここではじめて会ったんだっけ……」


　吾妻サラの女装をして、ラッキー自撮りアイテムを探して彷徨さまよっていた一稀と、ここでピッキングをしていた悠が偶然出会った。ニャンタローを追い掛けたのもここからだったし、吾妻サラの誘拐計画を持ち掛けたのもここだった。


　そんなことを考えていたら、スマホが鳴った。


　ディスプレイには未登録の番号が表示されている。


「もしもし？」


　電話の向こうは、川のそばらしい。


「……悠？」


　呼び掛けると、一呼吸置いて声が聞こえてきた。


『皿はもう必要ない。……俺は街を出る』


「な、何言ってるんだよ急に。さっきのこと怒ってるのか？」


　昼間は言いすぎたかもしれないと思っていた。だからって街を出るなんて。


「どうしたの？　何か言ってよ！」


　遠くに船の汽笛が聞こえた。


「ちょっと待って！　僕が何とかするから、行かないでよ、悠！」


『……誰だって、切れてからつながっていたことに気付く』


「……え、なに？　なんのこと？」


『俺は残されたつながりを守らなきゃけない』


「悠……とおいっ」


　ツーツー、と無機質な音がする。


　何かを取り落としてしまったような感覚だけがあって、それが何か分からない。


「……悠」








　赤と青の水上バスに乗り込む。


　二階の端のシートに兄の姿を見つけて隣に腰掛けた。


　背負っていたリュックを下ろすと、身体が軽くなった気がする。


　やはり荷物は少ないほどいい。


「また大事なもん捨てさせちまったかァ」


　大きな手のひらが伸びてくる。


　今だけは、この手に甘えても許されるだろうか。


「別に……アイツらはそんなんじゃない」


　いつのまにか発進した水上バスが、見慣れた赤い橋の下をくぐった。
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「いた！　一稀っ！」


　夕暮れに染まったかっぱ広場に、息を切らせて燕太がやって来た。


　その手には、カパゾンの箱が抱えられている。


「急がないと悠が行っちまう！　アイツほんとは」


　ここにいたいんだ。


　そう、言おうとした口の中に血の味が走った。


「ぐはっ……」


　黄色い帽子が転がり落ちた。


　落とした箱から銀の希望の皿が飛び出している。


　一稀に殴られたのだと理解するのに時間がかかった。


　感覚が麻ま痺ひした頬に手を当てて、尻もちをついたまま見上げる。


「燕太のせいだ！」


　一稀は泣いていた。


　悠のために。


「燕太のせいで悠が出て行ったんだ！　皿があれば悠と一緒にいられたのに！　悠がかわいそうだ！」


　きっと殴られて頭が混乱していたのだと思う。


　ここにいないアイツの分まで、オレが怒らなきゃと思った。


「んだよソレ……。悠とおいって言うけどな、大事なこと忘れちまってるお前が一番ひどいことしてんだろ！　もっとちゃんと気付いてやれよ！」


　立ち上がって、一稀に掴みかかる。


　こんなことは、出会ってからはじめてかもしれない。


「燕太の言うことなんて聞くわけないだろ……、僕たちを裏切ったんだからな」


　あぁ、自分で蒔まいた種が、こんなにも早く毒の実を結ぶ。


「燕太なんて……、絶交だ」





　心臓をひと突き。


　きっとそれよりもっとひどい痛みだった。





「……お、オレだって……、オレだってなぁ……！」


　グッと引き絞った拳は、どこへもいけなかった。


　崩れ落ちる燕太を振り切るように、一稀は皿の方へ歩き出した。


　その目の前に、二つの大きな影が伸びていた。


「みぃーつけた！」


　顔を上げると、金髪に褐色の警官と黒髪に眼鏡の警官が立っていた。


「おまわりさん……？」


　一稀の声に、振り向いた燕太は硬直した。


　昼間の悪夢が脳裏を過よぎる。


「あれだ……希望の皿！」


　玲央は段ボール箱から溢あふれ出た皿以外は眼中にない。


「え、なんで……」


　この場で状況を飲み込めていないのは一稀だけだ。


「皿のことを知ってるかって？　そんなこと君は知らなくていいよ。さぁ扉を開く時間だ……」


　玲央が一稀に向かって銃を構えた。その標識は「撃」。


「欲望か、愛か……」





「かずきっ……！」


　ダアアアァアン……


　衝撃で地面に倒れこむ。


　目を開けた時、温かい何かが覆いかぶさっていた。


　視線を動かすと、気を失った燕太の顔が見えた。


　手のひらに、生なま温ぬるい湿った感触。


「燕太……？」


　抱え上げた燕太は、一稀を庇かばって右胸を血に染めていた。


　夕暮れ時と、赤。


　忘れられない記憶がフラッシュバックする。





「相棒の命を救いたいか？」


　四枚の皿を掲げた玲央が、凶悪な顔つきで見下ろしている。


「ざぁーんねん！　望みを叶えてくれる希望の皿は俺らのもんだ！」


「もういいだろう。行くぞ」


「ちっ、なんだよいいとこだったのになぁ」


　玲央は渋々引き下がったがまだ言い足りないようだった。


「……助けを呼べ。まだ間に合うかもしれない」


　真武の言葉を残して、ふたりの警官は姿を消した。





「あ……、か、ずき……」


　燕太の意識が浮上する。


「燕太っ、大丈夫か!?　なんで……こんなこと……」


　さっきまで喧嘩してたじゃないか。


　絶交だって、僕、言ったのに。


　一稀の腕の中で、燕太はまいったなぁと弱々しく笑ってみせた。


「へへ……ダメだ……。嘘でも言えねぇよ……きらいだ、なんて……」





　言わなくて本当に良かった。


　だってこれが最後になったらオレ、死んでも死に切れない──







　夏場の水上バスは、屋上デッキに上がることができる。


　すっかり日が沈んだ空に聳そびえるスカイツリーが、だんだん遠くなっていく。


　案外遠くまで見えるものなんだな。


　それはこうして浅草を出てみてはじめて知ったことだった。


　きっとこれから先、知らなかったことが増え、知っていたことは忘れていくのだ。


　あの赤い橋も、サッカーボールも、カッパになってつないだ手の感触も。


　そしていつか、蕎そ麦ば久きゅうの蕎麦の味も。忘れて上書きされていくのだ。


　でもたったひとり、兄がそばにいる。もう離れなくていい。





　ポケットの中で、マナーモードにしていたスマホが震える。


　暗闇の中で、微かすかな光が悠の顔を照らし出した。


　ディスプレイの着信画面には「カズキ」と表示されている。





　この名前を、呼ばなくて良かった。


　声に出して呼んでしまえば最後、捨てるに捨てられない荷物になるから──







第九皿　　兄弟
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　浅草の夜は、大抵どこからでもスカイツリーが見える。


　青白く夜空に浮かんだロウソクは、すぐ近くにあるように感じられるのに、実際ははるか遠くにある。


　その静かな青と対照的な赤い光が強く灯ともる。


　浅草皿総合病院の手術室のランプだ。


　あれからどうやってここまで来たのか分からない。


　救急車とパトカーが煩くて、燕太は目を覚まさなくて、駆けつけた音寧が泣き叫んでいた。


　一稀はひとり、扉の前で立ち尽くしている。








「うーん、重いでぃーっしゅ……！」


　雷５６５６会館のときわホールに戻って来たサラは、いまだカチコチのケッピを何とか動かそうと奮闘していた。


　全体重をかけて押し出したその時。


「あっ……！」


　勢いよくステージを滑り出たケッピの氷塊は、回転しながらいとも容易たやすくホールを抜け、エスカレーターを滑り降りて一階エントランスを通過し、車道へ飛び出した。


　アスファルトの上でようやく停止した王子を確認して、サラはホッとため息をついた。


　ところが、まだ終わりではなかった。


　地鳴りと共に、一台のデコトラがこちらへ向かってくるのが見えた。


　ヘッドライトに照らし出されたケッピの目に、涙が光る。


「だめーーーーーー!!」


　サラの叫びも虚しく、一瞬のうちに巨大なタイヤの下敷きになったカッパ王国第一王位継承者は、粉々に砕け散った。
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　悠と誓を乗せた水上バスは、永えい代たい橋ばしに差し掛かっていた。今は青いライティングが施され、昼と夜との印象が随分違う。


　船の最後尾は、観光用に半円形の広い踊り場が設けられており、開け放した窓からはモーターの水音と、温い夏の川の匂いが風に乗って運ばれてくる。


　窓辺のベンチにもたれ掛かって、サングラスをかけた誓は短い仮眠をとっていた。


　悠は兄が寝ているところをあまり見た記憶がない。幼いころは特に顕著で、同じ部屋で一緒に暮らしている時でさえ、ほとんど見たことがなかった。


　目の下に消えないクマができたのは、誓の方が先だった。そのあと両親が死んで、気付けば悠の目の下にも同じものができていた。眠れないとクマができるのだと幼心に学んだが、兄とお揃そろいならクマも悪くないと思っていた。


　ふたりきりになってからは、悠の存在すらも兄のクマを濃くする要因になっていたのだと今は理解している。だから、この短い時間ですら、自分の前で兄が眠っていることに悠は小さな感動を覚えていた。


　一刻も早く、兄が何も気にせずゆっくり眠れる場所へ行かなければ──


　そのために自分ができること。悠は膝の上のリュックを覗き込む。


　今まで荒稼ぎした札束と、トカレフが鈍く光っていた。


　隣の誓が身じろぎをして、その拍子に膝にかけていたスーツのジャケットがずり落ちた。


　ゴン……


　布ごしに何か硬いものが床にぶつかった音がした。


　立ち上がって拾い上げたジャケットは不自然に重い。


　内ポケットに、黒いトカレフが収められていた。


　兄が銃を持っている。


　その事実が悠を打ちのめした。


　冷静に考えれば、裏社会で生きている兄が、指名手配犯として追われているのに丸腰であるはずがない。


　ショックを受けたと感じたのは、悠が勝手に抱いていた「頑なに銃を持ちたがらなかった兄のイメージ」を壊したくなかったからだ。今の兄は、悠の罪の肩代わりではなく、自ら銃を手に取る兄なのだ。


　悠がジャケットを持ったまま動けずにいると、ふいに気の抜けた音楽が流れてきた。


　正面の天井から吊つるされた船内テレビに、吾妻サラの姿が映る。


　誓が起きる前に、慌ててジャケットを元に戻して座り直した。


「ニュース速報でぃっしゅ☆　本日夕方、浅草で連続銃撃事件が発生しました。被害者二名の内、一人は死亡。もう一人は意識不明の重体です。死亡者の身元は不明。重体の男の子は、陣内燕太くん、十四歳です」


　ニュース画面に、ついさっき電話で話した燕太の写真が映し出された。兄の指名手配の写真と違って、人好きのする笑顔で笑い掛けている。好物のコロッケを食べている時のあの顔だ。


「ふわぁ……あ？　メガネ坊主じゃねーか」


　目を覚ました誓の第一声に固まった。


「なんで、兄さんが……」


「あ？　色々世話になったんだよ。お前のダチだったのか？」


　答えられない悠の耳に、聞きたくもない情報が流れ込んでくる。


「警察は、指名手配中の久慈誓容疑者二十五歳が事件に関わりがあると見て行方を追っています。久慈容疑者は四年前の銃撃事件の実行犯である可能性が高く……」


　それは誓の耳にも届き、不興を買った。


「何でもかんでもオレのせいにすんなっつーの。なァ？」


　本当に？


　じゃあ誰が撃ったんだ？


　その銃どうしたんだよ？


　一瞬の間に、考えうる最悪の事態がいくつも頭を過る。


「お前は戻ってもいいんだぞ」


　ハッとして振り向くと、兄はこちらを見ていなかった。


「降りんなら今だ。この先はもう戻れねェ」


　それは船のことか、先の人生のことか……と考えて、どちらも同じことだと思い直す。


「……あいつには俺より仲のいい奴がいる。でも、兄さんのそばに居られるのは俺だけだ」


　燕太はひとりじゃない。音寧や祖母もいるし、会ったことはないが海外赴任中の両親も健在だと聞いたことがある。


「この世界は悪い奴が生き残る。メガネ坊主は良い奴だったってことだ」


　そんなことは言われなくてもよく知っている。


　だから、どうか──


「……頼むぞ、矢逆」


　いつのまにか、水上バスは中央大橋を通り過ぎていた。








　電気の消えた病院の待合室は、喪失の気配が立ち込めている。


　ホール内に、一稀の嗄かれた声が響いていた。


「警官の二人組が、銃で燕太を撃ったんです！　燕太は僕を庇って……！」


「君、落ち着いて。犯人は久慈誓だ」


　先ほどから飽きるほど繰り返されているやりとりだった。


「久慈と燕太くんが一緒にいたという証言も取れているし、燕太くんのキャンディーから久慈の指紋が出ているんだ」


　機械のように話す警官の胸に光る赤いハートマークに気付く者はいない。


「違います！　この目で見たんだ、警官が……！」


　リノリウムの床にしゃがみ込んだ一稀は、もう限界が近かった。


　その項うな垂だれた一稀の肩に、そっと柔らかく温かいものが触れた。


　振り向くと、音寧が毛布を手に立っていた。


「もういいのよ、カズくん……」


「先生！　違うんだ、僕が」


　縋すがり付いた一稀に、音寧は教師として、姉として、気丈に振舞った。


「怖かったでしょう？　燕太を助けてくれて、ありがとう」


「燕太は僕のせいで……」


　僕のせいで撃たれた。


　口にするのも恐ろしい事実。


「カズくんのせいじゃない。悪いのは、燕太を撃った犯人よ……！」


　音寧も警察の見解を信じてしまっている。


　看護師から声がかかり、音寧は一稀を置いて行ってしまった。


　ひとり残された一稀には、もう叫びちらす相手もいない。





　誰か、助けて……。とおい……──








　日の出桟橋に降り立った悠と誓には、朗らかな出迎えが待っていた。


「あにきーーー！」


　乗船口で大きな身体を揺らして手を振る男は、どうやら誓の知り合いらしい。


「んのバカ、目立つなって言ってんだろ！」


「さーせん！　遅かったから心配してたんすよぉー、あ！」


　坊主頭にテキ屋のような風貌の男が、悠に興味を示した。


「あぁ、弟の悠だ。で、こっちはマサ」


「マサっす！　兄貴のお世話させてもらってるっす！　よろしくっす、悠さん！」


「だぁれが世話になったって？」


「いてぇっすよ！」


　誓がそれなりの強さでマサを殴ったが、本人は言うほど応えた様子もない。


　これがこのふたりの「いつも」なのだとぼんやり考えた。


「にしても！　中坊で葉っぱ売りさばくなんて、さっすが兄貴の弟さんっす！　あ、そのリュック葉っぱ入ってんすか？　俺にも分けて欲しいっすー！」


　悪気があるわけではない、というのは何となく分かる。が、それにしても距離が近い。


「に、兄さん」


「この通りバカな奴だが、オレの弟分だ。年も近いし気も合うだろ」


　本気でそう思っているなら見る目がないし、冗談なら笑えない。
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　その頃、浅草川嘘交番でも事件が起ころうとしていた。


「真武……お前、あの真武なのか……？」


　信じられないものを見る目で、玲央が問い掛ける。


　正面に立つ真武は、何も言わずに焼きあがった大量の人形焼を掲げ持っている。


　見た目はどこから見ても完璧な仕上がりだ。


　広がる匂いも甘くやさしい。


　今まで些さ細さいな変化に期待しては、その度裏切られてきた。だから、喜ぶのはまだ早い。


　大体、あの繊細な真武の味が簡単に取り戻せるわけがないのだから。真武がどれほど研けん鑽さんを積み、努力に努力を重ね、大好きだったあの味を作り出したと思っているのだ。馬鹿にするのもいい加減にしろよ。もう金輪際、人形焼を焼くのをやめろ。


　思いつく限りの暴言を用意しながら、こころは早くその味を確かめたいと逸はやっている。


　震える手で、人形焼を口に運ぶ。


　真武も微動だにせず見守っている。


　さっくりと、尖とがった玲央の歯が柔らかな生地を切り裂く。


　口内の味覚を研ぎ澄ませて、何度も咀嚼して吞み下す。


　閉じられていた唇が、薄く開いた。


　そのままゆっくりと口角が上がり、笑みを象かたどる。


「この味……、本物の真武だ……！」


　勝利を勝ち取った英雄のように、玲央は天を仰いだ。


　こんな時、信じていない神にまで感謝したくなるのはなぜだろうか。


「やったぞぉーーー！　ようやくオレは……お前を取り戻したんだ……！」


　山のような人形焼をすべて平らげて、玲央は真武を抱きしめた。


　もう手を伸ばすことを躊躇ためらわなくていい。


　背中に感じる真武の手の熱さに涙が出そうになる。


　もう一度、同じ強さで抱きしめ合うことができるなんて。





『カワウーーーソイヤァーー……』


　固く抱きしめ合うふたりの背後で、黒い影が蠢うごめいていた。








「サラ、失敗しないでぃっしゅ☆」


　オペ服姿のサラがキリリと言った。


　目の前の検視台には、バラバラになった想い人のかけらが並べられている。


「メス」


「汗」


「ハサミ」


「接着剤」


「コショウ」


「へっくち☆」


　かっぱ街灯の女の子たちが飛び回ってサラの助手を務めている。


　そうして、接着剤を五本使い切ろうかという頃。


「これが最後のひとかけらでぃっしゅ……」


　肛門のパーツをピンセットでつまみ上げたサラが息を飲む。


　カチリと音を立ててやんごとない尻が完成した。


「レッツ☆　強制解凍でぃーっしゅ！」


　あとはヤカンで沸かしたお湯を注げば出来上がり。


　まるで即席麺のように、ケッピ王子は復活を遂げた。


「王子、ご無事でなによりでぃっしゅ……？」


「ふぅー、正直死んだと思いましたケロ」


「んんん？」


　大量の水蒸気の中から現れた王子は、身だしなみを整えるため姿見の前に立った。


「なんじゃこりゃーーーー!?」


　パズルが苦手なサラによるたいへん前衛的なケッピが完成していた。


「どんな姿もステキでぃーっしゅ☆」








「ありがとうございました。メルシー」


　日の出桟橋のコンビニで軽食と棒付きキャンディーを買った悠は、誓たちが姿を隠している倉庫群に向かって歩いていた。


　ここの埠ふ頭とうからはルート運行の水上バスか、クルーズ目的の豪華フェリーしか発着していない。外海に出るには、すぐ隣の竹芝から伊豆諸島方面に出ているフェリーに乗るのだそうだ。


　その辺りの手はずを整えて待っていたのがマサという弟分らしい。確かに、あの人の良さそうな見た目なら、怪しまれる心配もなく都合がいいだろう。


　悠が引っかかっているのは、他でもないその肩書きだ。


　なんだよ、弟分って。


　裏の社会でそういう序列があるのは知っている。しかし、他人との馴れ合いを好まない兄にそういう気安い間柄の人間がいることには正直驚いた。


　一日待ってくれと言った時の兄の不機嫌と、今の自分を重ねてみた。


　また都合のいいイメージだと気付き、追い払う。


　そうこうしているうちに、倉庫の端まで戻って来ていた。





「マジで肝っ玉の座った弟さんっすねー！」


　いくら人が良くても、声が大きいのは致命的だ。


「……アイツは特別だ。そこらのガキとはわけが違うんだよ」


　いくらかトーンを落とした誓の声が、でもはっきりと聞こえて、悠は表情を緩めた。


　しかし、続く大きな声に凍りつくことになる。


「なんたって、十歳で『ユリカモメ』のカシラを殺やっちまうんすからね！」


「おい、カシラを殺ったのはオレだって言ってんだろ……！」


　本気の怒りを混ぜたような誓の声色。


　マサは怖いもの知らずなのか、本当に馬鹿なのか、尚も話し続けた。


「さーせん！　『カモメ』のカシラのタマとって、オヤジへの手土産にしたから今の兄貴があるんすもんね！　いやー、ホント弟さんが殺ってくれてラッキーっすね！」


「テメェ、言ってくれるじゃねーか！」


　終いには誓も呆れた声に変わり、坊主頭を殴る音が聞こえた。


「いってぇ！　俺は事実を言っただけっすよー！」


　気が付けば、キャンディーの入ったビニール袋を手が白くなるほど握りしめていた。


　あの人の良い弟分が言ったことは、きっと間違いではない。


　悠が殺人を犯したのは事実だ。


　今の誓が組織の中でひとつのシマを任されるほどの地位にいるのも事実。


　自分の犯した罪が、兄がのし上がる足がかりになったのだ。


　兄弟の一生の秘密をマサが知っているのは想定外だが、悠だって秘密の漏洩で他のふたりと共有してしまっているのでお互い様だ。


　リュックの中のトカレフが、また重みを増していく。


　それでも。


　この銃がなければ、取り戻せなかったものが確かにあった。








　待合室のベンチでもうどれくらいこうして待っているだろうか。


　何を待っているのだろう。誰を待っているのだろう。


　最悪の知らせなら、一生このまま来なくていい。


　視界の端に、見慣れたペットボトルが差し出された。


　目元を赤くした音寧が戻って来ていた。


「燕太、今夜が山だって……。父さんと母さんにも連絡したけど、間に合わないかも……」


　音寧の沈痛な声が静かにホールに広がっていく。隣に座る燕太の祖母もすっかり肩を落としていた。


「カズくんごめんね。本当なら、お家に帰りなさいって言わなきゃいけないんだけど……。あの子のそばで声を掛けてあげてくれないかしら……」


　それは肩書きをとっぱらった音寧の本心だった。


　可能性があるなら、何にでも縋りたい。


　その気持ちは痛いほど分かった。


　それでも。


「僕は……、僕には声を掛ける資格なんかない……」


　すると音寧はふっと小さく笑って首を振った。


「そんなことないわ。……燕太にとって、カズくんは恩人だもの」


　驚いて音寧の顔を見る。


「うちの家は海外赴任が多くてね。燕太と私が浅草に戻って来たのは四年前……。あの子、なかなかクラスに馴染めなかったみたい……。でもね……」


　それは一稀が忘れていた昔話だった。








「ねぇ、僕にパスくれない？」


　校庭の隅っこで膝を抱えて座っていた燕太の前に、ある日現れたヒーロー。


　それが一稀だった。


「え、……ボク？」


　何を言われたのか分からず、胸に抱いた雑誌をぎゅっと握りしめる。


「いつもここでサッカー見てるよね？」


　帰国子女の燕太は、転校早々人見知りを発揮して、毎日ひとりでお気に入りのサッカー雑誌を眺めるのが習慣になっていた。ここからなら、校庭でサッカーをするクラスメイトの姿も見ることができた。


「ボ、ボクと一緒にいると、君までみんなの輪から浮いちゃうよ……。ボクとは関係ないフリした方が、」


「関係大アリだよ！　僕は君とサッカーがしたいんだ。僕たちふたりならきっとゴールデンコンビになれるよ！」


　ゴールデンコンビ。


　その響きはとても甘やかで、見上げた一稀の姿は輝いて見えた。


　手を取りたいと思う自分と、やっぱり怖いと思う自分がせめぎ合う。


　決め手になったのは、一稀の右足に巻かれた青いミサンガだった。


　そのミサンガに勇気をもらって立ち上がり、差し出された手を取った。


「……ボク、陣内燕太」


「僕は矢逆一稀！　よろしく燕太！」


「かずき……」


　ぎゅっと握った手にどれほどの想いが込められていたか、君は知らないだろうけれど。








「寂しかった時に手をつないでくれた。そのことがすごくうれしかったのね。燕太言ってたわ。オレは絶対一稀をひとりぼっちにしない。いつでも何があってもそばにいるんだ！　って」


　音寧の口から語られた燕太の想いは、あの時気軽に声を掛けた一稀には知る由もなかった。


「……なんだよ」


　そう悪態をついて、一稀は走り出した。








　ＩＣＵの前で、ガラス窓に縋り付く。


　無機質な空間に横たわる燕太の肌はどこまでも白くて、いつもの太陽みたいな生命力がまるで感じられない。


　言い知れない恐怖を追いやるように一稀は叫んだ。


「らしくないんだよ！　どうでもいいことはペラペラ喋しゃべるくせに、肝心なこと何も言わずに勝手に大おお怪け我がして！　……目を覚まして、いつもみたいに笑ってよ！　燕太……！」


　ずるずると床にしゃがみ込む。と、その時。


「呼んだ？」


　聞き慣れた声がして、振り返るとそこには──


「よっ！」


　今しがた産み落とされたばかりのカッパ燕太が立っていた。


「え、え、えんたぁーーー!?」


　すかさず口を粘膜質な小さな手で塞ふさがれる。ちょっとしょっぱい。


「シーッ！　姉ちゃんたちに気付かれる！」


　重体患者のベッドがもぬけの殻になったことがバレたらまずいだろう。


　わかった、と首肯すると手が放された。


「ぷはっ、燕太、なんで？」


「私がパクッとやってカッパにしたのですケロ」


　いつのまにか、そばにケッピの姿があった。なんだか久しぶりに見る気がする。


「ケッピ！　どこにいってたんだよ？」


「話せば長くなりますケロ……」


　ケッピは身体をむずむずさせながら言った。


　チチチチチチチチチ……


　どこからか、微かな音が聞こえてくる。


「この音、なに？」


「あー？　なんか時限爆弾の音みたいだな」


　どこか焦りを感じさせる正確なリズムは、確かに時限爆弾っぽくもある。


「それはホラ、燕太の命の残り時間を知らせるタイマーの音ですケロ」


　見ると、カッパ燕太の頭の皿に「命」と「死」というタイマーがくっついている。


「はぁー!?　まじかよ！　うわー！　見えねー！　うぎゃあーー！」


　カッパ燕太が頭上を覗き込もうとのたうち回る。


「燕太、落ち着け！　大丈夫、まだ時間はある！」


　本当はあと六時間ほどしかないタイマーのことは言わずに一稀は続けた。


　可能性はまだ残されている。


「僕が燕太を助けるよ。希望の皿を取り戻すんだ！」


「かずきぃー……でも」


　床に突っ伏していたカッパ燕太はチラリとこちらを見たが、すぐにまた顔を隠してしまった。


「オレがこうなったのはバチが当たったっつーか、一稀は無関係っつーか」


　自分が一番良く分かっている。嫉妬に駆られて皿を盗んだりしたから、悠は出て行ったし、一稀と大げんかして変な奴らに撃たれた。因果応報というやつだろう。


「関係大アリだ！」


　一瞬、またお得意の妄想が始まったのかと思った。


　でも違っていた。


　力強い手がカッパ燕太を抱き起こし、目と目を合わせて告げられる。


「僕たちはゴールデンコンビだろ？」


　あの日、校庭の片隅で自分を見つけてくれた一稀が、変わらずに目の前で笑っている。


「か、かずきぃ〜！　かずき、かずきかずき〜！」


「ふふふ」


　カッパ燕太は一稀に抱きとめられながら、密ひそかにもうオレ死んでもいいと思ったが、笑えないので口には出さなかった。


　それでも。


　諦め悪く生き延びて、これから何回だって一稀にゴールデンコンビだと言って欲しい。


　因果だろうがなんだろうが、オレはもう絶対に欲望を手放さない。
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　竹たけ芝しば埠頭の小さな広場で、マサから必要なものを受け取る。


「このチケットで島まで行って、そっからは別の船っす！」


「あぁ、色々すまねーなァ」


　ここまでは比較的正規の手続きを踏んでいるが、そこから先は法外な取引が当たり前のように行われているという。金と信用がものを言う、闇の社会。これから悠が足を踏み入れるのはそういう世界だ。


「これくらい、どうってことねーっす！　兄貴、どうぞお達者で！　悠さんも、会えてうれしかったっす！」


　にっこりと笑い掛けるマサとも、きっともう会うことはないのだろう。そう思うと、最後くらいはやさしい気持ちになれた。


「……ありがとう」


　パァアアン！


　マサの顔が一瞬照らし出された。


　目の前を薬やっ莢きょうが飛んでいく。


「あに……き……？」


　それがマサの最後の言葉だった。


　ズルズルと蹲る大きな身体は、それきり動かなくなる。


「行くぞー、もう直すぐ船が出る」


　誓は息一つ乱さず、背を向けて歩き出した。


　何が起こった？


　どうしてこうなった？


　兄さん……兄さん……


「兄さん！」


　階段の踊り場で、誓の腕を掴んだ。


「なんで銃なんて持ってんだよ！　なんであいつを撃ったんだ！」


　誓はこちらに目もくれず言った。


「……マサはこの世界じゃ生き残れねェ。だからオレが殺ってやった。それだけだ」


　振り払われた手は、力なく重力にだらりと垂れた。


　数え切れない「どうして」と、それよりひとつだけ多い「それでも」が、ずっと胸の中で渦巻いている。





　その場を動けない悠を置いて、階段を登りきった誓が心底ウンザリした声で吐き捨てた。


「チッ、面倒クセェのが来やがった……」


「アニキ……。待ちくたびれましたよ」


　夜の闇に神々しく光るフェリーを背に、サングラスをかけた細身の男が腰掛けていた。傍らには、手下が二人控えている。


　三人とも片手に黒く光るベレッタを構えているのが見えた。


「タカァ、なんでここが分かった？」


　タカと呼ばれたその男は、薄笑いを乗せた薄情な声色をしている。


「貴方あなたみたいな嫌われ者の情報はいくらでも手に入りますよ」


「ハッ、随分じゃねーか！　あんなに目ぇかけてやったのによォ……」


　タカは「ＳＨＩＫＯＴＡＭＡ」において、右腕のような存在だった。


　誓はジャケットの内ポケットに手を伸ばす。


「その銃でマサを殺ったんでしょう？　自分の身を守るためなら味方でも切り捨てる。全く貴方らしいやり方だ……」


　悠はいまだ踊り場から動けず、兄と声しか聞こえないタカの会話を聞いていた。


　どうやら、自分の存在は気付かれていないらしい。


「持ち玉は早めに使い切る主義なんだ。じゃねーとテメェみたいな裏切り者のクソ虫がわくからなァ？」


　大胆不敵に笑う兄の横顔が、次第にぼやけていく。


「その減らず口も聞き納めだ。我々に殺られるか、サツに捕まるか、どの道貴方を待っているのは地獄で、」


　パァアアン！


「ガハッ！」


　タカのすぐ隣の手下が、頭を撃ち抜かれて柵さくから転がり落ちた。


　トカレフを構えた誓が啖たん呵かを切る。


「……関係ねぇ。オレが全員ぶっ殺す！」





　深夜の埠頭に、乾いた破裂音が響き渡る。


　二対一なら状況はそこまで悪くはない。


　植え込みの陰から撃ち合う誓のトカレフ黒星が弾切れを起こした。


「ちっ…」


　すぐさま投げ捨てて背中に腕を回す。


　気付いた手下のひとりが、一気に畳み掛けるつもりで立ち上がった。


　その時。


　パァアアン！


　思わぬ方向から放たれた銃弾が、手下の男の肩を撃ち抜いた。


「うあっ……！　アアァ……！」


　植え込みから顔を出した誓は、目を疑った。


「は？　おまっ……」


　悠が銃を構えて発砲している。


　それは四年前に捨てたはずの、あのトカレフだった。


「走れ！」


　弟はこちらを一瞥して叫んだ。








　吾妻橋の上に、珍しい人影があった。


「ふ・た・りぃ〜はカップル♪　さ・い・こぉ〜のカップル♪　フーーー！」


　玲央が片手にワイン片手にケーキの箱を持ち、歌いながら踊っている。


　欲望搾さく取しゅの儀式とはまた違う伸びやかなダンスは、玲央の抑え切れない喜びを存分に表現していた。


　そのままの調子で、すっかり日も暮れた交番に意気揚々と帰り着く。


「おー悪りぃ、遅くなった！　けど、お前の好きなパンケーキもテイクアウトしてきてやったから……？」


　交番内は静まり返っていた。


　デスクの上には、留守の時の連絡先が書かれた案内板がご丁寧に置かれている。


　真武もどこかへ買い出しに行ったのだろうか？


　探しに行こうと交番を出たはいいが、今の真武が行きそうなところを知らなかった。


　仕方なく、交番で待つことにする。


　ふと見ると、奥の休憩室へと続く扉が薄く開いていた。


　ウッソー……　ウッソー……


　少しずつ開いていく扉の奥の闇に、吸い寄せられるように足が向く。


「真武……？」


　呼び掛けに応えはない。


　玲央はぬぐい切れない不安とワインボトルを握りしめ、奥の部屋へと入っていった。





　その部屋には、いつのまにか地下鉄浅草駅八番出口が出現していた。


　看板に描かれたカワウソのうそ男くんは、こちらを嘲笑あざわらっているかのようだ。


　階段下の地下街から、耳障りな声が聞こえてきた。


「ウッソー。辛そうだな真武……？」


　やはりカワウソが絡んでいる。玲央は走り出さん勢いで階段を降りた。


　階段の先は、「カワウソ場ァ」と書かれたシャッターが行く手を塞ふさいでいる。


　シャッターの向こうから、真武の切羽詰まった声がした。


「あぁ……離れないで、ちゃんと私を見ていて……」


「ウッソー。ふふ、お前の望み通りに……」


　この向こう側で、玲央に隠れて、一体何が行われているのか。


　シャッターポストを押し上げて、中の様子を窺うかがった。





　暗闇の中に赤く咲く華。


　見慣れた真武の心臓だった。


　それを引き摺ずり出す手はもちろん真武のものではない。


　カワウソの影は、手の中で脈打つ真武の心臓をぐいと引き寄せ、薄く笑みを象った唇から差し出した舌で、ねろりと舐め上げた。


　真武のむき出しの肩がびくりと跳ねる。


　その瞬間、玲央の腹に煮え立つような憎悪が湧わき上がった。


　シャッターを壊す勢いで叩きつける。


「真武から離れろ！」


　真武がようやくこちらに気付いた。


「れお……？」


　しかし、その声は迷子の子どものように頼りない。


「テメェ真武に勝手なことしてんじゃねーぞ！」


　シャッターを持ち上げて、カワウソの悪事を光の下に暴き出してやろうと息巻く。


　その目に飛び込んできたのは──


「オ、レ……？」


　一瞬、目の前に鏡があるのかと思った。本当に鏡なら、自分は今ひどく醜悪な顔をしている。


「ウッソー。……私はカワウソ。しかし、私はお前でもある」


「どういうことだ!?」


　己の姿をしたカワウソが、裸の真武を背後から抱きすくめて可お笑かしそうに語り出した。


「我々カワウソは概念としてこの世界に存在している。私はお前の中にある欲望を映し出す鏡なのだ……」


「やめろ……」


　聞きたくない。何もかも。


「真武を支配したいと思っているのはお前だよ……玲央。この空虚な機械の心臓に口付けしたいと望んでいたのも……」


　玲央の形のカワウソが、見せつけるようにじっとりと機械の心臓に舌を這わせる。


「やめろっ……！」


　何度も殺してきた欲望を暴き立てるのは、もう──


「お前たちは欲望に、我々カワウソに踊らされているに過ぎない。さぁ真武、お前にとって大事なものは何だ……？」


　されるがままになっていた真武が、鈍く瞬まばたきをする。


「アイツか、この私か？」


　真武の青白い首筋に触れそうな距離で、カワウソが囁く。


「お前の目には、私がどう見えている？」


　聞きたくない。何もかも。


「……今の私には、貴方が、必要だ……」


　深い海の底から湧き上がる泡のような声。


　それを搔き消すように、ガラスが砕け散る音が響く。


　玲央が、持っていたワインボトルを壁に叩きつけていた。


　真っ白な壁に、赤いワインがべったりと張り付いている。


「はははは！　お前はやっぱり偽物だ。一瞬でも信じたオレがバカだったぜ。オレはオレの力で本物の真武を取り戻してやる……」


　苦しそうに胸を掻き抱き、玲央はその場を去った。


　望みが絶たれたわけではない。


「あと一枚。希望の皿さえあれば……！」








　スカイツリーは二十四時を過ぎるとライトアップが終了する。


　今一稀の部屋の窓から見えるスカイツリーは、展望デッキの周囲をめぐる光の輪と高光度航空障害灯だけが静かに煌きらめいている。


　二段ベッドの上段の枕元から、銀の希望の皿を取り出す。


　細心の注意を払って、部屋の引き戸を閉め終わろうかという時。


「カズちゃん……？」


　下段のベッドから、春河の声がした。


「ごめん、起こしちゃった？」


　起き上がろうとする春河を手伝って、ふたりベッドに並んで腰掛ける。


「カズちゃん、どっか行くの？」


「あ、うん……ちょっとね」


「また黙って行っちゃうの？」


　一瞬心臓が跳ねた。


「ボク、もうわからず屋じゃないよ……」


　あぁ、自分は春河に比べて全然成長していないのかもしれない。


　そっと春河の肩を抱き寄せる。


　頭を撫でると春河が安心することを、一稀はもう知っている。


「そうだな、ごめん……。これから、燕太を助けに行くんだ」


「危ないこと……？」


「かもしれない。でももう決めた。今度は僕が助ける番なんだ」


　言葉にすると想いもより強くなる気がする。


「ボクもエンタ兄ちゃんに、いつも助けてもらってたんだ」


　春河はうれしそうに打ち明けた。


「毎週のリハビリに付き添ってくれてたんだよ」


　燕太の奴、そんなこと一言も……と考えて、燕太だから言わないな、と思い直した。


「……僕が気付いてないことが、たくさんあったんだね」


　本当に、たくさんあって、たくさん取りこぼしてきた。


「ボクとエンタ兄ちゃんはね、おんなじ願いごとがあったんだ……」


　春河は傍らのサラマスコットぬいぐるみの下から、お皿の形のヘッドドレスを取り出した。


　それは一稀がサラの女装をする時に身につけていたもので、色々あって春河の元に巡ってきたのだった。


　そのヘッドドレスの裏から出てきたのは、折りたたまれた小さな紙。


　広げて見せた春河は、得意そうに笑った。


「願いごと、かなっちゃった！　すごいでしょ？」


「……これ、僕？」


　手渡されたそれは、春河が描いた一稀の絵だった。


　青いユニフォームを着て、ボールを蹴っている。


「また走るんだよね、カズちゃん」


　隅っこには、燕太が描いたと思おぼしき落書きもあった。


　ふたりはずっと一稀を待ってくれていたのだ。


　絵が描かれているのは何かのチラシの裏のようだった。


　何の気なしに裏返してみる。


「カズちゃん、昔好きだったよね、この選手」


　一稀がサッカーを始めた頃、人気だった海外サッカー選手のポスター。


　ピッチに片足で立ち、片方の手を頭につける、印象的なこのポーズ。


　でも一番はじめにこのポーズを見たのは、確か──








『切れるから叶う願いもあるんだぜ！』


　そう言って、青いミサンガを投げて寄越した少年。


　吾妻橋の上でシルエット気味になったそのポーズ。


　あれは──








「悠だったんだ……」


　一稀の右足に巻かれている青いミサンガの持ち主。


　今なら、幼い悠がサッカーボールを捨てた理由も分かる。


　あれから一稀はサッカーに救われた。


　燕太と出会ってゴールデンコンビになった。


　一度捨てたあとも、春河が拾い上げて燕太がつないでくれたミサンガ。


　右足首がじんわりと温かい。


　僕たちは、離れていてもつながっていたんだ。


「えへへー、走ってるカズちゃん大好き！」


　目の前の春河が柔らかく笑う。


「待ってるね」


　そう言ってくれる人がいる。


「行ってきます」


　そう言える自分がいる。


　それだけで、どこまでも走れるような気がした。








　竹芝埠頭から、日の出桟橋へ続く寂れた細い橋の上を、草臥くたびれた足取りで走る影がひとつ。


　街灯の薄明かりに照らされる誓の表情は、サングラスの陰に隠れて読み取れない。


「人生は一発勝負……命の替え玉はねぇ……」





『死んだら終わりだ』


　誰かが死ぬたび、そう嘯うそぶいてきた。


　ここで自分が死ねば、きっと誰かがそう言うのだろう。


「上手くいかねー時は、ぜんぶ、捨てる……！」


　そうやってここまで来た。


　オレは間違っちゃいない。





「兄さん！」





　何度となく背中で聞いてきた、自分を呼ぶ声。


　年の離れた弟。唯一遺された家族。守るべきもの。


「おぉ、お前心配したぜ！　怪我ねぇか？」


「……あぁ」


　振り返って声を掛ける。


　悠の右手に握られているのは、やはりあの時のトカレフ銀ダラだ。


「その銃、なんでお前が持ってんだ……」


　それで、お前は何発撃った？


「四年前……兄さんが捨てる前にすり替えた」


「……へぇ、やるじゃねーか。さすがはオレの弟だ」


　左手をジャケットの背中へ回し、一歩ずつ近づいていく。





「弟の……、俺のことも捨てるのか？」





　その言葉で、兄の歩みは止まった。


　きっともう、なかったことにはできない。


　それでも。


「あんたが心底悪い奴でもどうでもいい……。俺にとって、兄さんは兄さんだから……」





『奪われたら、奪い返す』


　搾取されるたび、そう言い聞かせてきた。


　この銃で、人の命を奪った。


　兄さんの人生を奪った。


　俺のすべてを奪うなら、相手は兄さんしかいない。





「……オレの弟にしちゃあ出来すぎなんだよなァ」


　突き出された誓の左手には、ジュニアコルトが握られている。


「この世界は……悪い奴が生き残る……」


　悠はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。





　パァアアン……
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　気が付くと、悠は地面に転がされていた。


　ボタボタと重い液体がこぼれ落ちる音。


「ぐ……はっ……！」


　目の前の兄の足下に、赤黒い円がいくつもいくつも増えていく。


「やったぜーーーー！」


　停泊中の船の上でタカが雄叫びを上げた。


　誓がすかさずコルトを構えて撃つ。


　パァアアン！


「うがっ……」


　射程距離ギリギリでタカを沈めた誓は、自らの腹を染めていく血を見つめた。


「クソが……！」


　悪態をつきながら、水上バス乗り場へ向かう誓を、悠が遅れて追い掛ける。





　奪われる覚悟をしていた。


　俺はまた兄さんに庇われた。


　今度は本当に、取り返しがつかない──





「回送」という標識のついた赤と青の船。


　その屋上デッキへ、誓は上がって行く。


「何やってんだよ……？　早く病院……、戻らないと……」


　誓にというより、自分を見失わないために口にした。


「やめとけ、どうせ無駄だ……」


　予想通りの答えが返ってきて、何も言えなくなる。


　血だまりを増やしながら船の先頭を目指す兄の背中が遠くなる。


「兄さん！」





　中央大橋が迫ってきた。


　闇夜に浮かび上がる真っ白い大柱が、まるで墓標のような冷たさで光っている。


　誓がゆっくりと振り返る。


　その口元がニヤリと歪ゆがんだように見えた。


　そのまま大橋を仰ぐようにして後ろに倒れこんだ。


　悠はそこで金縛りから解かれたように、倒こけつ転まろびつ駆け寄った。


　仰あお向むけに倒れた誓の背中からは、今なお赤黒い円が広がり続けている。


「このまま……上手くやれるはずだったんだ……」


「もうしゃべるなって……！」


「お前のせいでっ……予定が、狂っちまったぜ……」


「悪かったよ！　だから、もう」


　誓は震える手で胸ポケットを探り、しわくちゃの一万円札を取り出した。


「これで当分、自分の飯は……何とかしろォ……」


　血に塗まみれた札は、悠の頬を汚してそのまま兄の手とともに地面に落ちた。


　胸ポケットには、他にも数枚の一万円札が無造作に突っ込まれている。


　その中に、一枚だけ裏地が白い紙が混じっていた。


　きっと予感はあった。


「ったくよォー……」


　気付かれないように抜き取って裏返す。


「面倒なもんだなァ……、つながりってヤツはよォ……」


　黒いマジックで何重にも塗りつぶされた家族写真。


　父の顔も母の顔も、誓の顔は特に念入りに消されている。


　そのペン先がぴたりと止まった先で、幼い悠が笑っていた。





「うああああああぁぁぁぁーーーーー！」


　誓の亡なき骸がらに覆いかぶさって、悠は泣いた。


　四年分の涙が一気に溢れ出したかのように。








　ふたりで三さん社じゃ祭まつりに行った日も。


　蕎麦久の店先で蕎麦を売った日も。


　花やしきに行った日も。


　はじめてサッカーに興味を持った日も。


　サッカーボールを買ってもらった日も。


　リフティングが十回できるようになった日も。


　クラブチームに入った日も。


　はじめて試合でゴールを決めた日も。


　両親が死んだ日も。


　人を撃った日も。





　いつだって、そばには兄がいた。





　離れたくないとわがままを言っていられたことが幸せだったのだ。


　遠く離れていたって生きていてくれた方がよかった。





　これから先、どんなにうれしいことがあっても、辛いことがあっても。


　その時、どこにも兄はいないのだ。





　ふたりを乗せた船は、青く照らし出された永代橋に差し掛かろうとしていた。


　悠はゆっくりと身を起こした。


　誓の手に握られていた一万円札が、風に煽あおられて飛んで行く。


　立ち上がって、口の開いたリュックを投げ捨てた。


「くそっ……！」


　大量の一万円札が、風に舞い上がりバラバラと散っていく。





　ぐしゃぐしゃの家族写真だけが、船に引っかかっていつまでも風に揺れていた。
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「オレ、雨きらい」


　吐き捨てるように玲れ央おが言った。


　無意識に胸を掻かき毟むしるのは、出会った頃からの玲央のくせだ。


　今日のカッパ王国は朝から雨。


　王室は満を持して『梅つ雨ゆ入り宣言』を発令した。


　おかげで城下町はお祭り騒ぎだ。


　国中のカッパが外に出て命の雨を皿に浴び、お互いの皿に水を注ぎ合って祝っている。





「どうして？」


　真ま武ぶは不思議そうに尋ねた。


　雨が嫌いなカッパなんて聞いたことがない。


　せっかくのお祭りで、外には美お味いしい食べ物も珍しいおもちゃもたくさんあるのに。


　それをぜんぶ、玲央に見せたいと思っていたのに。





「身体からだが潤されたら、余計にこころがヒリヒリするだろ」


　玲央が水を注ぎたい相手はいなくなった。


　戦争でみんないなくなった。


　どこの屋根にも入れない玲央の皿には、溢あふれるくらい水が溜たまっているのに。


　行き場のないこぼれた水は、地面に染み込んでいくだけだ。





　胸の上できつく握りしめた玲央の手を、温かい真武の手が包み込んだ。


「じゃあこれから雨の日はずっと一緒にいればいい」


　当たり前の顔で真武が言った。


「は？」


　なにがじゃあなのか、なにがいいのか、まったく分からない。


「俺が玲央に水を注ぐから、玲央は俺に注いでくれ」


　玲央は変な顔をした。


　眉を上げたり下げたり、瞬まばたきをしたり、口が開いたり閉じたり。


　そして最後にハァとため息をひとつ。


　ポツリと、小さな雨しずくのような声が聞こえた。


　──うれしい──


　それを聞いた真武は、ぎゅっと手に力を込めて言った。


「玲央がうれしいと、俺もうれしい」


　玲央はまた変な顔をしていた。


　その顔をもっと見ていたいと思う。








　ふいに意識が浮上する。


　目の前に自分を覗のぞき込んでいるカワウソの姿があった。


「ウッソー。メンテナンスは終わったよ、真武」


「……ありがとうございます」


　まだ曖あい昧まいな感覚のまま、身体を起こして身だしなみを整える。





「いつもぼんやりしているね。メンテナンスの間、何を考えているんだい？」


「むかしの、ゆめを……見ていました」


　そこにまだ幼い玲央がいるかのように、やさしい目をした真武が答える。


「ウッソー……ではないのかね？」


　カワウソは珍しく驚いたような声を上げた。


「はい。私に夢を見る機能は備わっていないはずなのに。ここに来ると必ず、幼い頃の玲央の夢を見るんです」


　真武の認識は正しい。


　カワウソは真武に機械の心臓を与えて再生させたが、夢を見るなどという、複雑で余計な機能はいまだ実装していない。


「ウッソー……それは驚くべき進歩だ。お前が本物の真武に近づいている証拠だよ。これからもメンテナンスを怠ってはいけない。いいね？」


「はい」


　真武は従順な返事を返した。








　外に出ると、浅草の街に雨が降っていた。


　雨が好きだ。


　雨音を聞いているとこころが落ち着く。





　玲央に出会った時も雨だった。


　しずくを弾はじいた金色の髪が光って、かみさまみたいに見えた。


　伸ばした手は、手て酷ひどく撥はねのけられてしまったけれど。


　それから何年も経たった頃。


　玲央があの時は悪かった、と謝ってきた。


『お前の手の赤を、どっかでうれしいって思っちまったんだ』


　その言葉の真意は真武には分からなかったが、「玲央がうれしいと、俺もうれしい」と返したらなぜか怒られた。





　うれしそうに笑う玲央が好きだ。


　眉を下げて、大きな口を開けて、太陽みたいに。


　確かに、玲央に雨は似合わない。





　昔のことに想いを馳はせていたら歩みが遅くなってしまった。


　真武は交番への帰路を急いだ。


「はやく、帰らないと……」


　もうこれ以上、お前との約束を破りたくないのに──
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　この世界はつながりに溢れている。


　つながりは甘い毒のようなものだ。


　思い出すといい。


　なぜ絶望という名の苦い薬を飲まなくてはならなかったのか。





　つながれない欲望が、泥のように堆積していく。


　川が流れるのを止められないように。


　我々が生まれることもまた止められない。





　ふたりの若者のうち、今いま際わの際でひとりが言った。


『欲望を手放すな。未来は欲望をつなぐ者だけが手にできる』


　もうひとりはその約束を忠実に守ろうとした。


　これは臨床実験だ。


　我々が我々を証明するための。








　まぶたの裏で、相棒が必死に何かを叫んでいる。


　怒っているのか、今にも泣きそうな顔をして──





「れお……」


　目覚めた時、そこに玲央はいなかった。


　真っ白な壁に、麻の葉文様が施された天井。


　ぼんやり眺めていると、黒い影が視界に入ってきた。


「カーワウッソー……」


「……貴方あなたは？」


　どれくらい眠っていたのか、うまく声を出すことができない。


　まるで、はじめて喉のどを震わせて言葉を話すような感覚があった。


「私はカワウソ。お前は私の人形として生まれ変わったのだ」


　漠然と、自分が命を落としてしまったのだと思った。


　それでも。


「玲央に、会いたい……」


　重い腕を必死に伸ばして、そこにいない相手に触れたいと望んだ。


　その手を取ったのは黒い影。


「いいとも。彼こそが、もう一度お前に会いたいと強く望んだのだから……。ただしひとつ条件がある……」
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　深夜のかっぱ広場に、一かず稀きとカッパ燕えん太たが集まっていた。


　ケッピが神妙な顔つきで最終確認を取る。


「命の保証はできませんケロ。……それでも皿を取り戻しに行くのですケロ？」


　一稀に迷いの色はなかった。


「もう決めたんだ」


「一稀……」


　カッパ燕太は緊急事態にもかかわらず、喜びを噛み締めていた。


　ふたりを眺めながら、ケッピは敵国のふたりに想いを馳せていた。


　詳しい事情は分からないが、知っていることがひとつ。


「敵は手て強ごわいですケロ。あのふたりは誰にも奪えないつながりで結ばれていますケロ」


「ハッ、分かったようなこと言ってんじゃねーよ！」


　頭上で声がして、「拘」の標識の銃が発射された。


「うぐっ!?」


　ケッピは、瞬く間に丸い弾力性のある拘束具で捕獲されてしまった。


「ケッピ！」


　タイヤのような形状になったケッピを足あし蹴げにしたのは他でもない玲央だった。


「こんな所に隠れやがって……。でも残念。カワウソ用の結界は効かねーよ。オレらはカッパだからなぁ？」


「カッパ!?」


「彼らは私の臣下だったのですケロ！　玲央……一体何があったケロ!?」


「どうでもいいだろ。オレが欲しいのは希望の皿だけだ」


　元臣下という割にいささか不敬すぎる玲央は、ケッピを蹴飛ばして一稀の方へ近づいた。


「最後の一枚はどこにある？」


　やはりこちらの切り札はバレている。


　だが、その在あり処かまでは玲央にも分からないようだ。


　カッパ燕太を後ろに庇かばって一稀が言い返す。


「皿は渡さない！　お前のせいで燕太が……、奪った四枚を返せ！」


「一稀……」


　カッパ燕太は超緊急事態にもかかわらず、再び喜びを噛み締めていた。


　ひょい、とカッパ燕太の身体が浮いた。


「え？」


　一稀の威嚇などどこ吹く風の玲央が、持ち上げたカッパ燕太の皿を覗いて言う。


「あぁ、お前はオレが撃った子どもかぁ。あと四時間……、残念、夜明けまで持たないねぇ？」


「あと四時間!?」


　想像以上に少ない余命に、カッパ燕太は動揺を隠せない。


　事態は一刻を争う。たまらず一稀が割って入った。


「時間がないんだ！　皿の在処を教えろ！」


「ふぅん。お互い大事なもののために皿が必要ってわけだ……」








　一稀たちは浅草川嘘交番の地下へと連行されることになった。


「あと四時間あと四時間あと四時間……」


　下降するエレベーターの上で、カッパ燕太の独り言が止まらない。


　ケッピは隙あらば説得を試みているが、今のところ事態は好転しそうにない。


「玲央、今からでも遅くはないケロ。カッパ王国のために私と共に、」


「あいにくオレはカッパもカワウソもどうなろうが興味はない。オレはオレの望みを叶えるだけだ」


「お前の望みとは何だケロ？　真武もお前と同じ想いなのかケロ？」


「……無駄話は終わりだ」


「あと四時間あと四時間あと四時間……」


　動転しているカッパ燕太の肩を抱いて、落ち着かせるように一稀が言う。


「僕が絶対に燕太を助ける。燕太も僕を信じてよ！」


「かずきぃ……！」


　カッパ燕太は超絶緊急事態にもかかわらず、三度喜びを噛み締めていた。


「ハッ、滑こっ稽けいだねぇ！」


　その様子が目に余ったのか、玲央が口を出してきた。


「思い込みは危険だよ？　誰だって自分の欲望のためなら、簡単につながりを捨ててしまえるんだ。身勝手な王子や、こころのない人形みたいになぁ！」


「玲央……お前……」


　臣下の自分へ向けた怒りを理解したケッピは、口を噤つぐんだ。


　確かに、彼らを巻き込んだのは王子としての己の弱さが原因だった。


　あの崩落で命を落としたものと思い込み、人間界で目覚めたあとも探そうともしなかった。


「それでも」


　いつのまにか一稀が立ち上がっていた。


　その視線は正面から玲央を見据えている。


「大切な人を傷つけた過去は変えられないし、これからも間違ってしまうかもしれない……」


　春はる河かや両親や、今隣にいる燕太のこと。そしてここにいない悠のこと。


「それでも、僕はつながりを諦めたくないんだ。僕たちが一緒にいる未来のために……！」


　何度転んだって、走り続ける。つながるために──


「チッ、どこまでも愚かだな……」


　先に視線を逸そらしたのは玲央だった。


　最悪の気分だ。


　こいつらに絶望を味わわせてやる。
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　春河を救出した時に来たことがある、巨大な円柱形のフロアが見えて来た。


　玲央が銃を構え、一稀とカッパ燕太がその前を歩かされている。


　中心へ伸びた橋の先端に、真武の後ろ姿があった。


「真武……！」


　拘束具のまま一稀に抱えられていたケッピがその名を呼んだ。


「……ケッピ王子」


　振り向いた真武は、特に驚いた様子もなかった。が、昔から真武は玲央に比べて感情の起伏がないのでケッピは気に留めなかった。


　玲央が聞く耳を持たないのであれば、真武を説き伏せるしかない。


「真武、お前も玲央を説得してくれケロ。昔のように共にあの歌を歌おうケロ！」


「それはできません」


「なぜだケロ!?」


　背を向けた真武が、感情のない声で告げた。


「……私は、貴方が望まれている私ではないのです」


　真武のその言葉に、今まで黙っていた玲央が口を開いた。


「そうだ！　お前はできそこないの人形なんだよ！」


「玲央、カワウソに皿のことを知られた」


「は？」


「私の記憶が、読み取られていた」


　おそらくは、玲央が踏み込んだあのメンテナンスの時に。


　思い出したくもない光景が、四六時中襲い来るフラッシュバックが、一瞬のうちに脳内を埋め尽くす。


「……お前さぁ、どれだけオレをがっかりさせたら気が済むわけ？　いい加減にしろよ、この裏切り者！」


　真武に掴つかみかかっていく玲央には、一稀たちのことなど見えていない。


「今だ……！」


　一稀とカッパ燕太はせーのでケッピタイヤを力の限り蹴り飛ばした。


「でゅふん……！」


　高く跳ね上がったタイヤは、細長い橋の上をバウンドしながら転がって行く。


　一稀とカッパ燕太も駆け出して後を追った。





「チッ……！」


　遠ざかる一稀たちを忌々しげに見ている玲央に、真武が何かを言おうと口を開いた。


「……玲央」


「これ以上は耐えられねぇ……。オレばっかりがお前にイラついて、お前は知らん顔でカワウソに尽くして満足かよ!?」


　胸を掻き毟りながら、絞り出すように玲央が叫ぶ。


　腕を伸ばして、その手に触れようとした。


「玲央、私にはお前がいないと」


　伸ばした手が撥ねのけられる。


「触るな！　お前の心臓が止まろうが知ったことか。お前はオレの真武じゃない。……ひとりだったオレを見つけてくれた、……オレが欲しかった言葉をくれた真武じゃない！」


　玲央は逃げた一稀たちの後を追って行ってしまった。


　この手も、この声も、そばにいるのに届かない。


　真武は左胸に手を当てた。


「……痛い」


　きっと機械の心臓が、不具合を起こしているに違いない。








「ここが最深部ですケロ」


　この短期間で拘束具を乗りこなしてきたケッピがタイヤを止めた。


　今一稀たちがいるのは、先ほどの円柱形のフロアの奥底に当たる階層だった。


　辺り一面に闇が広がっていて、どれほどの空間なのか予想もつかない。


　見上げた先に、巨大な土星の輪のような構造物が浮かんでいた。


　中心の惑星にあたる部分は、巨大な和太鼓の形をしている。


　その和太鼓の縁に、銀の希望の皿が四枚はめ込まれているのが見えた。


「あそこだ！」


　一稀が近づこうとした時。


　にわかに和太鼓が振動し始めた。


　土星の輪が光を放ち、中心部で謎の生物が唸うなりを上げた。


『ダダダダダーーーークネス！』


　透明な和太鼓の内部は液体で満たされており、真っ黒な何かが今にも飛び出しそうに赤い目でこちらを睨にらんでいる。


「ようやく見つけたケロ。黒ケッピ……！」


「黒ケッピ？」


「あれは、かつてカワウソに奪われた私の絶望ですケロ」


　ケッピが重々しい口調で真実を語り始めた。


「戦乱の最中、多くの大切な者を失い絶望に飲み込まれそうになった私は、自らの尻子玉をふたつに割ったのですケロ」


「じゃあアイツは……」


「いわば私の半身。私は黒ケッピと融合してカワウソを倒すために、この世界に来たのですケロ」


　知られざるケッピの目的が明かされた。


　しかし、今までカパゾンビしか相手にしてこなかったふたりには、今いち掴みどころのない話だった。


「カワウソって、一体何なんだ……」


　その瞬間。暗闇を切り裂いてスポットライトが差し込まれた。


「ウッソー。我々はお前たちの欲望そのもの」


　そのライトの先に、真っ黒い影のカワウソが一匹姿を現した。


「あれが、カワウソ……？」


「なんだかよく分かんねーぞ？」


　目を凝らして見ても、輪郭が曖昧で、捉とらえどころがない。見えているのに、見えていないような。いざ思い出して紙に描こうとしても、ひとつも線が引けないような。


「我々は個を持たぬ欲望の集合体。見る者の望む姿でこの世界に顕現することができる」


　次にスポットライトが点ついたのは、ケッピタイヤの上だった。


　頭上のカワウソに向かって、ケッピが問い詰める。


「お前たち、玲央と真武に何をしたケロ!?」


「ウッソー。言いがかりはよせ。哀れなカッパを救ってやったのだ」


　カワウソは声高に主張した。


「救う？　弱みにつけ込んで惑わせたのだろうケロ……！」


「ウッソー。アレはもともと壊れていたから容易たやすかった。こんな風に……」


　そう言うと、カワウソはその姿をにゅるりと変化させた。


　液体のようになったカワウソが、カッパ燕太に向かって突進してきた。


「あわわわ!?　何だぁ!?」


「ウッソーーー！」


　黒い影が、瞬く間にカッパ燕太の鼻の穴に入り込む。


　膝ひざをついたカッパ燕太は黙ったままだ。


「燕太!?」


　ゆらりと立ち上がったカッパ燕太の目は赤く染まっていた。


『希望の皿は我々が頂く。始まらず、終わらず、つながれない絶望でこの世界を支配するのだ……！』


　頭の中でカワウソの声がこだましていた。








「ん……、ここは……？」


　燕太が目を覚ましたのは、秘密の練習場だった。


　いつのまにか人間の身体に戻っているし、サッカーユニフォームを着ている。


　あたりには誰もいない。隅すみ田だ川がわの川の流れも聞こえない。


　ふいに、目の前にサッカーボールが転がってきた。


　目で追っていくと、その先によく知る人影が立っている。


「一稀……？」


　燕太と同じユニフォームを着た一稀だった。


　この格好の一稀を見るのは久しぶりで、燕太は密ひそかに胸をときめかせた。








　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているカッパ燕太を揺さぶって、一稀は声をかけ続けていた。


「燕太！　どうしたんだよ!?　ねぇってば……」


　その様子を見ていたケッピが唸る。


「これは……カワウソの術にはまっていますケロ！」


「そんな、どうすれば……燕太！」


　カッパ燕太がビクッと身体を震わせた。


　呼び掛けに反応したかに見えたが、視線はかみ合わず様子がおかしい。


　カッパ燕太はもじもじしながら、照れたように呟いた。


「か、かずき……!?　どうしたんだよ？」








　燕太は一体何が起きているのか理解できなかった。


　ユニフォーム姿の一稀に、背後から抱きしめられている。


　もちろん、今の燕太はカッパ姿ではない。


　耳元に、一稀の息遣いを感じる。


　身体の正面に回された両腕は、優しく撫なでるような手つきで燕太を閉じ込めている。


　情けないことに、燕太はピクリとも身じろぎができない。


　こんなこと、一生に一度あるかないかのオレ史上最大のラッキーイベントなのに……！


　しかし実際はキャパオーバーで、もう泣きそうだ。


　その時、一稀が笑った気配がした。


「ねぇ燕太。『希望の皿』を僕にちょうだい？」


「え？」


　思わず振り返って一稀を見た。


　ぞっとするほど綺き麗れいな顔がすぐ目の前で微笑ほほえんでいる。


「燕太は、僕のこと好き？」


「あ、当たり前だろ！　オレたちはゴールデンコンビなんだから！」


　あまりの近さに耐えきれなくなった燕太は、顔を逸らして言った。


　その耳たぶに、柔らかいものが触れる。


　一稀の唇だった。


「皿をくれたら、僕を燕太の好きなようにしていいよ？」


　鼓膜に直接、一稀の声が吹き込まれる。


　殴られたみたいに、脳みそが揺れている。全身が心臓になって、わけが分からない。


　頬を優しく包まれて、正面から大きな瞳に覗き込まれる。


　もう、逸らせない。


「さぁ、行って、僕のために……」








「一稀の、ために……」


　カッパ燕太が一稀の手を離れ、フラフラと歩き出した。


「燕太……？」


　進む先には、巨大な土星の輪が浮かんでいる。


　どこからか下したッパーズが現れて、カッパ燕太を両脇から抱え上げてしまった。


「まずいですケロ！」


　ふわふわと、天使に導かれるようにカッパ燕太は土星の輪に着地した。


「燕太！　やめろ！」


　一稀の声は届いていない。


　カッパ燕太は徐おもむろに背中の甲羅を開けて銀の希望の皿を取り出した。


　いざという時のために、一稀からカッパ燕太に託していたのだ。








　時が止まった練習場で、燕太は深い恍こう惚こつに溺おぼれていた。


　ずっと叶うことがないと思っていたこの恋が、いつか擦り切れてしまうはずだったこの願いが、温かな体温をもって目の前にある。


　皿を受け取った一稀が、満足そうに微笑んだ。


　細い指先が、つうと燕太の頬ほおを撫で、唇をなぞる。


　燕太は黙って目を閉じた。


　抱きしめられて、全身が満たされる。


「ありがとう、燕太。僕らはゴールデンコンビより、もっと特別な関係になれる……」


「……何言ってんだよ」


　一瞬で、目が覚めた。


　ゴールデンコンビより特別なんて、この世界には存在しない。


　オレの思い通りになる一稀なんて一稀じゃない。


　皿を奪い返して、思い切り叫んだ。





「オレはそのままの一稀とつながっていたいんだ……！」





　投げつけられた皿が粉々に砕け散る。


　肩で息をしていたカッパ燕太がそのままぐらりと傾いた。


　真っ逆さまに落ちてくるその身体を、一稀が受け止める。


「燕太！　大丈夫か!?」


　苦しそうに息をしながら、カッパ燕太が口を開いた。


「わりぃ、皿割っちまった……」


　そんなこと言っている場合じゃない。


　カッパ燕太からは見えていないが、命のタイマーはもうほとんど残っていない。


　銀の希望の皿は五枚揃そろわないと使えない。


　ふと、いつかのケッピの言葉が過よぎった。


　『貴方の尻子玉を移植するのですケロ。そうすれば、矢や逆さか春河の命は再生されますケロ』


　そうだ、方法はまだある。


　『はじめからこの世界に存在しなかったことになりますケロ』


　それでも。


「ケッピ！　僕の尻子玉をつかって」


　言い終わる前に、弱々しい拳こぶしが飛んできた。


「ダッセェ……！」


　ぺちんと音を立てて、カッパ燕太の拳が一稀の頬に当たった。


　息も絶え絶えに、しかし本気の怒りを湛たたえた声でカッパ燕太が叱しかり飛ばす。


「自己犠牲なんてダセェ真似すんな、バカ野郎！」


「でもっ」


「オレもお前と一緒にいる未来を諦めない……。先に手放したら、来世まで恨んでやるからな……！」


「……僕のこと、忘れてくれないのか」


　諦めの悪さは折り紙つきのカッパがぐっと親指を立てた。


「ゴールデンコンビ、ナメんなよ……んがぁっ！」


　カッパ燕太の鼻の穴から、ずるりとカワウソが抜け出てきた。


「愚かな。だが四枚の皿は我々が頂く……」


　その頭部を弾丸が撃ち抜き、カワウソの輪郭が歪ゆがんだ。


「させねーよ！」


　いつのまにか、土星の輪の上に四枚の皿を携えた玲央がいた。


　手の中の銃は「撃」の標識を示している。


　被弾したカワウソはその姿のまま玲央に相対した。


「ウッソー。何のつもりだ玲央？　真武がどうなってもいいのか？」


　今までずっと、この言葉に縛られてきた。


　それも今日で終わりだ。


「あんな人形はいらない！　オレはこの皿で、本物の真武を取り戻す！」


「ウッソー。愚かなお前に真実を教えてやろう」


　カワウソの姿にノイズが走った。








　巨大な円柱形のフロアに長く伸びる細い橋。


　その先端で、真武とカワウソが向かい合っていた。


「さぁ真武。お前の望みを叶える時が来たぞ……」


　その言葉を合図に、真武はゆっくりと重心を後ろへ倒した。


　背後には何もない。ぽっかりと闇の底が口を開けて待っている。


　真武を取り囲むように配置された太鼓形のエンジンが、真っ黒い炎を吹き上げた。





　すべてがスローモーションのようだった。


　こんな時でもこの胸の心臓は、規則正しい鼓動を刻んでいる。


　それでも。


　この胸がもう二度と高鳴ることがなくても。





　そばにいられれば、それでいいと思っていた。


　お前のこころを取り戻せないなら、せめて。


　身勝手なこの欲望を、満たしたい──





　真武の身体が黒ケッピの巨大な和太鼓に落ちるまでの数秒間。


　一番近くで見つめていたのは、玲央だった。


　頭が真っ白で、呼吸すら忘れていた。


　軽そうな真武の身体がそれでも重力に従って落下を続ける。


　ゆっくりと、真武がこちらを振り向いた。


　絡み合った視線が逸らせない。


　やめろ。見たくない。やめろ。信じたくない。


　真武は玲央の視線を正面から受け止めて、


　それから──


　ほんの一瞬。


　最期に微笑んだ。





「真武ーーーーーーーーー！」


　いつかのように、玲央の絶叫が響いた。







４







『判定：欲。真武：変換』


　真武のメタモルフォーゼした姿が、マブゾンビとして吾あ妻づま橋ばしに放たれた。


　玲央は混乱を極めていた。


「わけ分かんねぇ！　マジで何考えてやがんだアイツ！」


　なんのために。


　バカげてる。


　オレのせいか。


「確かめるのですケロ。真武の欲望に触れる覚悟があるのなら」


　ケッピが静かに語り掛けた。


　それは、アレをやれということか。


　オレ、ひとりで。


「くっそ……」


　玲央は銃を構えて、ケッピの拘束具を撃った。


　そして尻を突き出して構えてみせた。


「やれーーーーーー！」


　ケッピが高らかに叫ぶ。


「歌え、あの歌を！」


　玲央の尻に、忘れていた懐かしい痛みが走った。








　吾妻橋欲望フィールドに、カッパ玲央が降り立った。


　橋の上には、大量の真武の人形焼が集められている。


　その中心に、こちらに背を向けてお茶を飲んでいるマブゾンビの姿があった。


　その湯呑みは、玲央が愛用していた「欲望」の文字が入った湯呑みだ。





取り戻さなきゃいけないものがある


──つながり。


好きなあいつに知られちゃう前に


取り戻さなきゃいけないものがある


──つながり。


誰にも漏らしちゃいけない


──秘密さ。





　その昔、まだ玲央と真武がケッピの臣下として仕えていた頃。


　三人でさらざんまいを発動させていた。


　あの頃は、こんな未来が来るなんて想像もしなかった。





『カッパラエー！』


　ケッピの掛け声で我に返ったカッパ玲央は、マブゾンビに向かって走り出した。





僕と君とは


──つながれるはずなのさ。


ヨークーボー　命の意味を


確かめるのさ


──はじけて。


泳げ人生　つかめサクセス


それは愛だと


──信じていいのさ。


ソウル　オン　ディッシュ　重ねて


キャッチ　ザ　ボール


──抜き取れ。





　マブゾンビが四つん這ばいの姿勢を取った。


　すべての準備が整っている。





願い　叶え


さらざんまい！





　覚悟を決めたカッパ玲央が、マブゾンビの尻穴めがけて突っ込んだ。


「かっぱらったーーー！」


　真武の尻子玉を掲げ持ってカッパ玲央が叫んだ。


　ひんやりとしたそれを、じっと見つめる。


　何ひとつ取りこぼさないように。


「これが……アイツの欲望……」





　尻子玉に奪われた玲央の意識は、カワウソ帝国の病室へとジャンプした。


「ただしひとつだけ条件がある……」


　目覚めたばかりの真武がカワウソに手を取られている。


「玲央とのつながりは捨てなさい」


　衝撃的な言葉が真武の鼓膜を揺らした。


　カワウソは畳み掛けるように語り続ける。


「つながりは毒だ。お前が愛の言葉を玲央に告げると、その心臓は爆発して跡形もなくなる。そうなれば玲央と一緒にいることはもう二度と叶わない……」


「そんな……」


　手を当てた左胸から、規則正しい鼓動が伝わってくる。


　なのに、指先にはなんの温度も感じられなかった。


「さぁ、玲央が嫌いだと言いなさい」


　きらい。


　その言葉はもうずいぶん長い間使っていなかった。


　幼い記憶が蘇よみがえる。


　出会った頃の荒すさんだ瞳。


　はじめて笑った時の垂れた眉。


　傷ついた時の頼りない口元。


　名前を呼ぶ芯のある声。


　数え切れない表情を、そのひとつひとつを大切に胸に刻みつけてきた。





　つながりたい……


　共に生きたい……


　つながりたい……そばにいたい……つながりたい……


　玲央……──





　大丈夫、大丈夫だ。


　何も心配いらない──





「私は……、玲央がきらいです」


　驚くほど冷たい声が出た。


　感情は殺してしまうのがいい。


　何かが溢れそうになるから。


「いい子だ真武……、私のためにまた人形焼を焼いておくれ……」


　なんだか、それからずっと、夢を見ていた気がする。


　今が夢でも現うつつでも、どちらでも構わない。





　玲央と共にある未来のために、私は欲望を手放さない──





　真武の莫大な感情の洪水を受け取って、カッパ玲央は溺れそうになっていた。


「真武は、オレと一緒にいるためにつながりを捨てたのか……？」


『ついに、玲央に伝えられた──……！』


　マブゾンビが、満足そうに叫んで弾け飛んだ。





「真武……」


　水流の中、尻子玉を持って呆然としているカッパ玲央の隣に、緑色の塊が降ってきた。


「ふぐっ……」


　ベショッと落ちたそれは、なんとカッパ真武だった。


「真武!?　お前、なんで……？」


「行くぞ、尻子玉を王子に届ける」


　スクッと立ち上がったカッパ真武が走り出した。


「おい、待てよ！」


　何も分からないまま、カッパ玲央が後を追う。





　目の前を走る、懐かしい姿を追い掛ける。


　お前は誰だ？


　オレを裏切り続ける、感情の抜け落ちた人形──？


　偽にせ物もの──？


　お前は……お前は……


　カッパ玲央が大声で叫び、カッパ真武がそれに応えた。


「さらーーーー！」


「さらーーーー！」


「「さら！　ざん！　まい！」」





『漏洩します』





　そこから先は、玲央の秘密の漏洩が始まった。


　真っ白な廊下を、着流し姿の玲央が歩いている。


　カワウソ帝国で目を覚ましてから数ヵ月が経過していた。


　あの条件を飲んでから、その後の経過は知らされていない。


　ただ待つしかない玲央の耳に、微かすかにその声が聞こえた。


　目の前の病室の扉がほんの少し開いている。


　音を立てないように中を窺うかがうと、ベッドに腰掛ける真武の姿が見えた。


　生きている。真武が。


「本当に望みが叶うなんて……」


　今までの鬱屈とした気持ちが一気に晴れた。


　帝国の奴隷でもなんでも構わない。真武と一緒なら──





「私は、玲央がきらいです」





　心臓が止まるかと思った。


　きらい。


　真武の口からその言葉を聞いたのは、二度目だった。


「いい子だ真武……、私のためにまた人形焼を焼いておくれ……」


　カワウソに押し倒される真武を見ていられずに、玲央はその場から走り去った。


　走っても走っても、先ほどの真武の言葉が追い掛けて来る。


　きらい。


　きらい。


　玲央が、きらい。


「オレとのつながりを捨てる真武なんて、真武じゃない……！」


　そうだ、アイツは真武じゃない。


　オレの真武じゃない。








　正式に真武に引き合わされる前に、こころの整理はついていた。はずだった。


『ちがう！　お前はオレの知ってる真武じゃない！　真武はそんな顔でオレを見ない！』


『涼しい顔して、今日もアイツはオレを裏切り続けてる。感情が抜け落ちた人形だよ……』


『お前に、分かってたまるかよ……！』


　真武との違いを見つける度に、心が逆立った。


　そのくせ、ふとした時に真武だと感じてしまう自分に戸惑う。


　介助なしでは永らえられないその命が、この手の中にあるということ。


　それは想像以上に甘い地獄だった。


　何度その心臓を止めてしまえと思ったかしれない。


　離れることだって考えた。


　自分が死んだ方がマシなんじゃないかと思ったこともある。


　それでも。


　その度に、握られた手の熱さを思い出した。


『手放すな、欲望は君の命だ』


　オレたちは、ふたりでひとつの願いをずっと繰り返していた──


「分かってなかったのは、オレの方だったのか……？」





「お前に告げたい言葉がある。玲央……」


　水柱の中を滑りゆく玲央の前に、真武が現れた。


　そのやさしく光る瞳の色だけで、すべてを悟ってしまう。


　いつだって、オレが欲しかった言葉をくれたお前だったのに。


「待て、言うな！　言ったらお前は……」


　それでも。


　お前の言葉で聞きたい。


　お前にこころを伝えたい。


　これはどこまでも身勝手で純粋な欲望──





「私の唯一無二の相棒、玲央……。今までもこの先も……」


　すべてを赦ゆるし包み込むように、真武が両手を広げた。


　ふたつの鼓動がひとつになる。





「ずっとお前を愛している……！」








　吾妻橋の中心で大きな爆発が起こった。


「欲望・消化！」


　真武の尻子玉を飲み込んだケッピ王子の目には、涙が浮かんでいた。


「真武……お前の欲望は、必ず未来につなげるケロ……」








　爆風で舞い上がった隅田川のしずくが、雨のように降り注いでいる。


　吾妻橋の上、警官の姿に戻った玲央が、背を向けて立ち尽くしていた。


　その肩が小さく震えている。


「玲央……」


　ケッピが気遣わしげに名前を呼んだ。


「ふっ、ふふふ、ハハハ……！　どうせこれも全部、カワウソの仕業だろ！　オレは騙だまされねーぞ！」


　顔を覆い、叫び散らすその背中は痛々しい。


「……漏洩は真実ですケロ。お前も分かっているはず、っ！」


　ドゴォオオン……


　振り返り様に玲央が最大出力で撃った。


　間一髪、ケッピが変形して一稀とカッパ燕太を庇っていた。


「ケッピ！」


　しかしすぐに元の形に戻って倒れてしまう。


「グヘ……」


　玲央は手当たり次第、周囲のものを撃ち壊しながら、真武への恨み言を吐き続けている。


「真武の奴、二度も約束破りやがって……」


　銃の標識が目まぐるしく入れ替わる。


　一稀たちの背後の首都高速が爆破され、崩れ落ちた。


「置いて逝いかれたオレはどうすりゃいいんだよ！　お前が言ったんだろうが！　欲望を手放すなって……！」


　吾妻橋の隣の駒こま形がた橋ばしが落ちた。





　ケッピを庇って前に出た一稀に、銃口を向けて玲央が言う。


「その皿を渡せ……」


　一稀の腕の中には、銀の希望の皿があった。


「……いやだ！」


「玲央！　もうやめるケロ……！」


「オレはアイツを取り戻す……。誰にも邪魔はさせね──！」


　激昂げきこうした玲央が、一稀を蹴り上げた。


「うあっ……！」


「一稀っ！」


　地面に転がされた一稀は、それでも皿を手放そうとはしなかった。


「皿は渡さない！　僕は僕の大切なものを諦めない！」


「どいつもこいつもイラつかせやがって……」


　オレだって、諦めたことなど一度もなかった。


　銃の標識は「殺」に変化した。


　そのトリガーに指がかかる。


「かずきぃーーーー！」


　吾妻橋にカッパ燕太の叫び声が響いた。





　一稀が薄目を開けた。


　自分はまだ撃たれていない。


　恐る恐る顔を上げる。


　その先に、途方に暮れた顔をした玲央が立っていた。





　ふたりの写真から、真武だけが消えていく。





「オレは……誰にイラついてた……？　この焼け付くような感情は、誰に向かって……？」


　その姿は、まるで帰り道を忘れた子どものようで。


「誰だ！　オレは、誰を忘れて……!?」


　たまらず胸を掻き毟る。その手に、小さな違和感があった。


　左胸のポケットの中を探ると、銀色のリングが出てきた。


　玲央の持ち物ではない。


　リングの真ん中には、「マブ」という文字が象かたどられている。


「なに……？」


　玲央には、この二文字が意味するものが分からない。


　分からないのに、涙が溢れて止まらない。


「オレは……、オレは……」


　さっきまでの怒りや憎悪は、どこかへ流れていった。


　自分が失なくした何かが、何物にも代え難いものだったという感覚だけがある。





　──さみしい──


　それ以外の感情が見つからない。





　パァアアン！


　乾いた音がして、見下ろすと自分の胸に穴が開いていた。


　立っていられなくて、膝を折る。


「はは……。胸が、いてぇ……」


　玲央が倒れこんだ後に、銃を構えて立っていたのは悠だった。





　倒れ伏した玲央の亡なき骸がらに、ケッピがパチパチとウィンクをした。


　するとたちまち玲央の身体が光って、後には四枚の銀の皿と、ふたつのリングが残された。


　銀色のリングは、決して離れないようにつながっていて、ふたりの名前が刻まれていた。


「玲央、真武。今は少し眠るといいケロ……」








　車椅子に乗った春河は、夜のカッパ広場にいた。


　傍らではニャンタローが毛づくろいをしている。


「ボク、またあの夢を見たんだよ。おっきなニャンタローに乗って、星の王子さまと出会う夢。王子さまは、ボクに欲望か愛かえらべって言うんだ。でも、ボクは怖かった。えらんだら、まぁるい円がこわれちゃうんじゃないかって……」


　不安な瞳で空を見上げる春河の横には、吾あ妻づまサラが立っていた。


「この世界は今、再び試されようとしています……。つながっているのか、つながっていないのか……」


　雲行きは次第に怪しくなっている。


　その時、春河の膝の上から、お皿のヘッドドレスが落ちた。


　パリーーーーン……


「あぁっ……」


　まぁるい円は、真っ二つに割れてしまった。
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　五枚揃った銀の希望の皿を重ねると、光り輝く金の希望の皿が現れた。


　それを手にした一稀が、ホッとした声で呼び掛ける。


「戻って来てくれたんだね、悠……！」


　カッパ燕太もフラフラしながら何とか礼を伝えようとした。


「一稀を助けてくれてありが、ぐふっ……」


　しかし、そのまま倒れこんでしまう。


「燕太！」


　命のタイマーが燃え尽きようとしていた。


『燕太死亡まで、あと四十秒です』


　無情なアナウンスが響く。


「早く願いを叶えるのですケロ！」


　頷うなずいて、皿を掲げたその時。


「……希望の皿を寄越せ」


　振り向くと、悠が銃口を向けていた。


「とおい？」


「兄さんが死んだ。……俺は兄さんを生き返らせる」


　暗雲垂れ込める空から、雨粒が落ちて来た。


『燕太死亡まで、十五秒』


　雨は一稀と悠の間に静かに降り注ぐ。


　交わす言葉はない。


　その間にも、カウントダウンは進む。


『十…九…八…七…六…五…四…』


　一稀はぎゅっと皿を抱きしめた。


『三…二…一』








　望みを叶え終えた希望の皿が、粉々に砕け散った。








　激しさを増した雨に打たれて、燕太が目を覚ました。


「ん……、オレ……助かった、のか……？」


　目の前の自分の手は、緑色の水かきではなく人間のそれだった。


　すぐそばにはケッピがいた。


「一稀が希望の皿で願いを叶えたのですケロ」


　そうか、一稀がオレのために……


　苦しみの中、微かに聞こえた会話を思い出した。


　じゃあ、アイツの願いは……


「悠！」


　一稀の声にハッとする。


　先ほどと変わらない距離で、一稀と悠が向かい合っていた。


　悠は構えていた銃を下ろしている。


「……分かってる。俺がお前でも、陣じん内ないを助ける……」


　その声は、雨にかき消えそうなほど頼りない。


　悠は空を振り仰いでため息をつくように言った。


「だけど……もう疲れた……」


「とおい……」


　駆け寄ろうとしたその時。


　雷鳴が轟とどろいた。


「ウッソー……！　さぁ、この世界のつながりを全て断ち切るのだ！」


『絶望：解放』


　透明な和太鼓の檻おりから解き放たれた黒ケッピが、唸りを上げて吾妻橋に落ちてくる。


『ダダダダダーーーークネス！』


　禍まが々まがしい黒い炎を纏まとった絶望が、大きく開いた口から無数の触手を吐き出した。


「うわっ！」


　咄嗟に逃げようとした悠が、敢あえなく捉えられてしまう。


「とおいっ！」


　その手を一稀が掴んだ。


　悠が驚いた瞳で一稀を見つめる。





　その時、悠の耳元で誓が囁ささやいた。


「オレと一緒に縁えんの外側へ行こう。そのつまらねェつながりを絶つんだ……」


　つながりがあるから、こんなにも苦しい。


　それなら──


　絡みついていた触手が、大人しく引き下がっていく。


　悠は自由になったその手で、一稀の手を振り払った。


　一稀が息を飲む音が聞こえた。


　悠は振り返らずに、黒ケッピの中へと、兄が待つその先へと歩き出した。





「とおいーーーー！」


　一稀の叫び声が、絶望に吸い込まれて消えた。







第十一皿　　さらざんまい
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　深く、深く、落ちてゆく感覚。


　真っ暗な闇の中を悠は泳いでいた。


　ふと重力が戻って来て、ある場所に降り立った。


「これは……」


　どこからか誓が現れて可お笑かしそうに言った。


「さっきのお前たちだ。見ろよ、お前を裏切った奴らの必死な顔」


　目の前には、先ほどまで悠がいた吾妻橋の光景が広がっていた。


　そこには一稀たちもいて、しかし時間が止まったように静止している。


「もうたくさんだ。全部終わりにしたい」


　その言葉を待っていたかのように、足元に大きな穴が開いた。


「世界の縁の外側はこのずっと奥底にある。始まらず、終わらず、つながらない場所。お前はそこへ行くまでに、つながりを絶つんだ」


「つながりを、絶つ……？」


　悠の手には、トカレフが握られている。


「簡単だ。その銃で撃てばいい。……過去のお前自身をな」


　誓が笑った。








　一稀と燕太とケッピも、悠の後を追って黒ケッピの中に潜入していた。


　最初にたどり着いたのは、やはり雨の吾妻橋だった。


　先ほどと違い、悠の姿だけがどこにもない。


「なんだ、これ……!?」


「悠はつながりを絶つつもりですケロ」


　ケッピは何が起きているのかを察したようだ。


「過去の自分を消しながら、縁の外側に向かっていますケロ」


「円の外側って……」


「尻子玉を失ったやつが行くところか……！」


「そうなれば貴方たちのつながりも、悠の存在も消えてしまいますケロ！」


「悠を止めるんだ！」


「おう！」


　ふたりと一匹は急いで次の場所に向かった。





　夏休みの練習場で、サッカーをしている三人から悠が消えた。


　カワウソ帝国のアジトで、ヤケになったカッパ一稀を殴り飛ばしたカッパ悠が消えた。


　かっぱ広場で、燕太と取っ組み合いをしていた悠が消えた。





　手にしたトカレフで、悠は迷いなく過去の自分を消し去っていく。


「そうだ。全部捨てちまえ。傷つく前に、はじめからなかったことにしちまえばいい」


　傍らで、誓が背中を押す。


「大丈夫だ。お前の苦しみも、残されたつながりも、もうすぐ終わるさ」


　悠は何も答えなかった。








　遅れてカッパ広場に一稀たちがやって来た。


　やはり悠の姿は消えている。


「ここにもいない……！」


「悠のヤツ、一体どこまで……」


「……四年前だ」


　直感でそう分かった。


「悠が本当に僕たちとのつながりを絶つつもりだとしたら……、きっとこのミサンガをくれた日まで行くつもりだと思う」


　燕太が隣でホッとした顔をしていた。


「一稀、思い出したんだな……」


「うん。……あの日悠がくれたこのミサンガで、僕たち三人はつながったんだ」


　今一稀の右足にあるのは、幼い自分たちがつないだ円まるい縁だ。


「そのミサンガが消えない内は、まだ間に合いますケロ」


　ケッピの言葉に頷いた時。不穏な声が響いた。


『ウッソー。毒を撒まき散らす邪魔者は消えてもらおう』


　突如、広場に激流が流れ込み、一稀たちを飲み込んだ。


「うわぁっ!?」


「まずい！」


　すかさずケッピが尻からジェット噴射して、大きな泡が一稀と燕太の身体を包んだ。


　その泡は、広場に開いた穴の奥へと沈み始める。


「ケッピ！」


　遠ざかる一稀たちにケッピが告げた。


「ここは私に任せて、貴方たちは先を急ぐのですケロ！」


　穴が閉じたのを見届けて、ケッピは水面に浮上した。


　目の前には、カワウソが一匹。


「ウッソー。ネズミを二匹逃がしたか。酔狂なことをするカッパだ」


「今日こそ決着をつけるケロ。これ以上お前たちの好きにはさせないケロ」


　ケッピの言葉に、カワウソは薄笑いを浮かべた。


「ウッソー。自らの絶望を持て余し、切り捨てたお前が我々に意見するなど、笑止千万……」


「くっ……！」


　カワウソは欲望を映す鏡。


　あの時、ケッピが現実を受け入れられなかったこともお見通しだった。


　その隙につけ込んで、カワウソが襲いかかる。


「ウッソー。今度こそお前は絶望に飲み込まれるのだぁーーーーー！」








　数え切れない自分を撃って、なかったことにしてきた。


　悠は今、水上バス乗り場から対岸を眺めていた。


　静止した世界の中で、十歳の悠が吾妻橋の上からミサンガを投げようとしていた。


　橋の下には、十歳の一稀が立っている。


　川かわ面もには悠が捨てたサッカーボール。


「ここが、俺たちの始まり……」


　予感はあった。きっとここが最後だろうと。


「ガキのお前を撃てば、残されたつながりは消える。そこから先は縁の外側だ」


　背後で誓が静かに告げた。


　手の中のトカレフを握り直し、悠は赤い橋を渡り始める。


　誓も同じ歩調で隣を歩いた。





　サッカー選手に、なりたかった。


　父さんと母さんと兄さんがいて、俺は未来に何の疑問も持ってなかった。





「……だが親父たちは死んで、お前は人を撃った」





　何かを望むなんて、俺にはもう許されないと思った。


　でも、たったひとり兄さんだけが、俺の手を掴んでくれた。





「……まぁだそんなこと言ってんのか。オレはお前を利用しただけだ」





　それでも良かった。


　何かを捨てることも、悪いことも、俺にとっては必要だった。





「……どうした？　ここまできてつながりに縋すがりたくなったか？」





　橋の真ん中で歩みを止めた悠に、誓が問う。


　悠は振り返り、兄に銃口を向けた。


「このつながりは、俺が選んだ。だから俺がこの手で捨てる！」


　パァアアン！


　大量の一万円札が舞い上がる。


　その中で誓が笑った。


「この世界は悪いやつが生き残る……」


　ゆっくりと、誓の身体が隅田川へと落ちていく。


「お前はどっちだ……」


　その姿にノイズが走り、カワウソとなって消えた。


「ウッソー……」


　悠は静かに目を閉じた。


「さよなら、兄さん」


　まぶたの裏で、赤と青の船が遠ざかって行く。





　悠は目を開けて、再び歩き始めた。


　十歳の自分が段々近づいてくる。





　何かを望む時は、何かを失う覚悟が必要だ。


　いつだって、失う前に捨ててきた。


　それなりに上手くやれてたんだ。


　だから、この痛みも捨ててしまえばいい。





　トカレフの照準を、幼かった自分自身に合わせる。


「これで全部終わりにできる……」





　パァアアン！





　瞬間、強い衝撃が走った。


　燕太が悠に体当たりして、弾道が逸れていく。


　十歳の悠を庇って立ちはだかった一稀の右足首を銃弾が掠める。


　青いミサンガが千切れ飛んだ。


「うぁっ！」


　焼けるような痛みに、一稀が倒れこむ。


「一稀っ！」


　燕太がすぐさま駆け寄った。


　トカレフはぶつかった拍子に路上に投げ出された。


　十歳の自分はまだ消えていない。


　苛いら立だちが募る。


「お前ら……、何しにきた」


　一稀と燕太がまっすぐな目でこちらを見ている。


「悠を、取り戻しに……！」


　まただ。


　いつだってそうやって、こっちの都合なんかお構いなしで。


「お前らには飽き飽きなんだよ……！」


　悠がそう叫んだ瞬間。


　トカレフがひとりでに浮かび上がって発射された。


　パァアアン！


　弾丸は、今度こそ正確に十歳の悠を撃ち抜いた。


　小さな手に握りしめられた青いミサンガも呆あっ気けなく消えた。


『ダダダダダーーーークネス！』


　空中に浮かぶトカレフの周りに、黒い炎のオーラが出現した。


「黒ケッピ……！　化けてやがったのか！」


　一稀が痛む足を押して立ち上がる。


「僕はつながりを手放さない……」


　一稀が開いてみせた手のひらには、結び直した円いミサンガがあった。


「切り離されたって、何度だってつないでやる！」





『ダダダダダーーーークネス！　つながりを忘却するのです！』


　三人の意識が、黒ケッピに奪われた。
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　気が付くと、三人は真っ白な空間を真っ逆さまに落ちていた。


　銀色のリングが時折通り過ぎて行く。


「なんだ……ここ？」


「なんか来るぞ！」


　燕太が叫んだ。


　三人の落下方向に、巨大な和太鼓が出現した。


　その鼓面には、三みつ巴どもえの文様が描かれている。


　近づくにつれ文様が変化して、三つの円が複雑に重なった図形が現れた。


　円の中には、はじまらない・おわらない・つながらないと書かれている。


　銀色のリングが弾かれて三つの円の真ん中に開いた穴に落ちていく。





　それが、忘却のはじまりだった。








　あの頃、ここじゃないどこかへ行きたかった。


　誰ともつながってない僕は、ここにいない方がいい。


　多分きっと、どこかで待ってた。


　意地っ張りな僕を無理やり引っ張り上げてくれる手を。


　見つけたんだ。もう一度笑える場所を。


　僕は、このつながりを失いたくない……！





「嘘だろ、どんどん思い出せなくなってる……！　僕たちの記憶が……！」


　悠がクラスに転校して来て、夢だと思っていた朝の記憶が現実だと知ったことも。


　高架下の駐車場で、サラに女装した一稀とピッキング中の悠が偶然出会ったことも。


　何かに呼ばれてやって来たかっぱ広場で、ケッピと遭遇したことも。


　カエル呼ばわりしたせいで、尻子玉を抜かれてカッパにされたことも。


　ビー忍者に変装した花やしきで、燕太が悠の秘密を暴いたことも。


　ニャンタローを取り戻したあと、希望の皿のやりとりで悠と揉もめたことも。








　あの頃、ここじゃないどこかへ行きたかった。


　オレは意気地なしで、いつも離れた場所から眺めてた。


　多分きっと、どこかで待ってた。


　どうしようもない妄想が、木こっ端ぱ微み塵じんに破裂するのを。


　オレは諦めが悪いから、何ひとつ手放すつもりはない。


　いつまでも、笑い合っていたい……！





「くそっ……このままじゃ、何もなくなっちまう……！」


　夕暮れの練習場で喧嘩に負けた燕太を、妄想の一稀ではなく現実の悠が助けたことも。


　取り戻した一稀のためのミサンガを捧げて、一世一代の告白をしたことも。


　ミッションに失敗して、カッパ姿から戻れなくなったことも。


　異様にテンションの高いカッパ一稀と肌と肌をぶつけて相撲を取ったことも。


　燕太の妄想で、カッパ一稀がミラクルシュートを決めたことも。


　命を絶とうとするカッパ一稀を止めるため、泣き叫びながら走ったことも。








　あの頃、ここじゃないどこかへ行きたかった。


　泣くことも笑うことも許されない俺は、希望を手放した。


　多分きっと、どこかで待ってた。


　握りしめた鉛色の罪にとり殺されるのを。


　なのに、居場所なんて、なかったはずなのに。


　捨てられないものなんて、なかったはずなのに……








　苦労して育てた新鮮な野菜を一稀のデブ猫が食べてしまったことも。


　花やしきで、変装した上に手までつないでサラ一稀と猫を追い掛け回したことも。


　吾妻サラ誘拐計画を持ち掛けてきたサラ一稀が、蕎そ麦ばをうまく啜すすれないことも。


　燕太が蕎麦久きゅうの味を好きだと言ってくれたことも。


　漏ろう洩えいで悠と誓の一生の秘密が共有されてしまったことも。


　弟に女装がバレてショックを受ける一稀を責めて、燕太と取っ組み合いになったことも。





「やめろ……」


　放課後の、たわいない会話で過ぎていく時間を気に入っていた。


「失いたくない……」


　渋々受け入れたサッカーの練習を、楽しみにしている自分がいた。


「一稀……、燕太……」


　ふたりと一緒に過ごす毎日が、いつしか当たり前になっていた。


「大切なものを失うのは……嫌だ……！」


　悠の頬を濡ぬらす涙がはじけた。





「さらーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」


　喉が潰つぶれるほどの大声で、悠は叫んだ。


　すぐに答える声が聞こえた。


「さらーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」


「さらーーーーーーーーーーーーーーーーーー！」


　伸ばした手の先に確かな熱が触れる。一稀と燕太の手だ。





　つないだ手を、その欲望を──手放すな！


「「「さらざんまい！」」」





　三人の掛け声に応えるように、ケッピが姿を現した。


「ケロォッ！」


　忘却フィールドを抜けたケッピは、カッパの姿の三匹を浅草上空に吐き出した。


「よし！」


「一稀！」


「どうするつもりだ？」


　落下するカッパ一稀の手には、結び直した青いミサンガが握りしめられている。


「まだ僕たちにはこのミサンガがある……」


　四年前の吾妻橋のたもとには、十歳の一稀の姿が消えずに残っている。


　それが正解かどうかなんて分からないけれど。


　それでも。


　失われたって、もう一度つなぎ直したい。


「あの時の僕に、このミサンガを届けるんだ！」


　パラシュートに変形したケッピが三匹をキャッチした。


『ダダダダダーーーークネス！』


　空間に亀裂が入り、黒ケッピが現れた。


　吾妻橋が欲望フィールドへと姿を変える。


「私も絶望を受け入れる時がきましたケロ。これが最後のさらざんまいですケロ……！」








取り戻さなきゃいけないものがある


つながり


なかったことになんかしたくない


取り戻さなきゃいけないものがある


つながり


誰にも奪わせないぜ


絶対


『カッパラエー！』


僕と君とはつながれるはずなのさ





　カッパ一稀たちは歌いながら、幼い一稀の元へ急いだ。


　吾妻橋の上空では、ケッピと黒ケッピが熾し烈れつな戦いを繰り広げている。


　その周囲を下ッパーズたちが取り囲み、ケッピやカッパ一稀たちの行く手を妨害してくる。


　厳しい状況は、今までのカパゾンビの比ではなかった。


　それでも、ここで諦めるわけにはいかない。


『ウッソー……』


　傷ついたカッパ三匹の前に、カワウソが歌いながら現れた。


『ヨークーボー　つながらせない　私は概念』


　巨大な和太鼓が三匹を押しつぶす。


「うわぁあああ！」


　弾け飛んだ三匹は、それでも何とか着地して、さらっとポーズを決めた。


　まだやれる。


　まだ諦めない。


　僕らはつながってる。





燃やせ情熱　捨てろ常識


それは真実かけてもいいんだ


ソウル　オン　ディッシュ　重ねて


キャッチ　ザ　ボール　抜き取れ





願い　叶え


さらざんまい！





「ケロォッ！」


　空中戦を制したケッピが、逃げる黒ケッピの尻めがけて突っ込んだ。


『融合：開始』


「欲望を捕まえたーーーー！」


　ケッピの雄お叫たけびに応えるように、浅草の街中に配置された「ア」のマークが夜空に浮かび上がった。





　カッパ一稀たちは、十歳の一稀の元へ走っていた。


「もうすぐだ！」


　その時。カーテンを引いたように辺り一面が暗闇に包まれた。


『ウッソーーー！』


　巨大化したカワウソが吾妻橋を覆い尽くしてしまったのだ。


「くそ、暗くて見えない！」


　遠くに見えていた幼い一稀の姿も、闇に隠されてしまった。





　融合を始めていたケッピの甲羅から、銀色に光り輝く一対のリングが飛び出した。


　流れ星のように光の筋を描きながら、隅田川を渡って行く。


　リングがひときわ強く光を放ち、黒い軍服姿の玲央と真武が現れた。


　固く手をつなぎ合わせ、ふたりが叫んだ。





「欲望を！」


「手放すな！」





　その声に呼応して、「ア」のマークの流星群が吾妻橋に降り注ぐ。


　光る「ア」のプレートが、幾重にも重なって道筋を照らし出した。


「見えた！」


　目標を捉えたカッパ一稀を、カッパ悠と燕太が支えて走り出す。


「届けぇーーーーーーー！」


　カッパ一稀を先頭につながった三匹は、幼い一稀めがけて飛び込んでいった。


　結び直されたまるい円が、そのちいさな手のひらに、ついに届けられた。





『融合：成功』


「つながったーーーーーーーーーー！」


　時を同じくして、ケッピと黒ケッピの融合も叶った。


　この世界は、再びつながったのだ。








『私はカワウソ……私は概念……』


　巨大なカワウソの輪郭が、ボロボロと崩れ落ちていく。


『さらばだ……。ウッソー……ではない』





　カワウソが消えた後に、光り輝く星がひとつ。


　本来の姿を取り戻したケッピ王子が気高く叫んだ。


「その時が来た……。超えろ！　欲望の河を渡れ！」


　次の瞬間、三人の身体と意識はチョコレートのように溶け出した。





　それが現実なのか夢なのか、誰にもわからない。宇宙とひとつになるような、自分が他人であるような、それは不思議な感覚だった。自分が矢逆一稀なのか、久く慈じ悠なのか、陣内燕太なのかはっきりしない。三人の意識は渾こん然ぜん一いっ体たいとなっていた。


　熱い原始の海で、薄い膜の中ぶつかり合って結合する分子のように。叫び出したくなるほどの熱、感じたことのないエネルギー、肌の下が澄み切った水で満たされるような快感。


　ひとつだけ、三人には分かっていた。


　これが最後の漏洩だということ。





『未来が漏洩する！』







３







「「「つながりたいけど」」」


　鳴り止やまない歓声の中を、青いユニフォームに身を包んだ日本代表の選手たちが駆け抜ける。


　夢の舞台、ワールドカップの初戦。


　一稀たちは苦戦を強いられていた。


　もう時間がない。


　このパスが通らなければ終わりだ。


　絶対に決めてやる。


　一稀は走った。


　このゴールを──奪いたい。





「「「つながりたいけど」」」


　右足を負傷した一稀は、長期のリハビリ生活に辟へき易えきしていた。


　周囲の誰も口には出さなかったが、復帰の目め処どは立たないと薄々感じていた。


　こんなことしても──報われない。





「「「つながりたいけど」」」


　悠は拘置所に蹲うずくまっていた。


　今までの罪をすべて告白したのだ。


　俺は──許されない。





「「「つながりたいけど」」」


　吾妻橋に雪が降っている。


　練習着姿の燕太は、俯うつむいて涙をこぼした。


　一稀の足音がだんだん遠ざかっていく。


　今離れたら──もう会えない。





「「「つながりたいけど」」」


　松まつ葉ば杖づえをついた一稀が、悠と燕太のゴールデンコンビ写真を見つめている。


　その写真とスパイクを、まとめてスタジアムのゴミ箱に投げ捨てた。


　本当の気持ちを──偽りたい。





「「「つながりたいけど」」」


　ロッカールームに、青いミサンガが置き去りにされている。


　悠は自らチームを去った。


　捨てられる前に──裏切りたい。





「「「つながりたいけど」」」


　ユニフォーム姿の三人が、控え室で言い争っている。


　もう僕らは──つながれない。





「「「つながりたいけど」」」


　燕太がひとり、壁を殴りつけている。


　どうしても──伝わらない。





「「「つながりたいけど」」」


　失ったものの多さに、悠が打ちのめされている。


　俺はひとりだ、誰も──そばにいない。








「「「つながりたいけど」」」


　ピッチを走る三人は、ただ前だけを見据えている。


　まだ──諦めない！





　燕太から悠ヘパスが通る。


『もうたくさんだ！』


　そう叫んだこともあった。


　悠がすぐにパスを出す。


『お前らとは絶交だ！』


　そう言われたこともあった。


　前方を一稀が走っている。


『もう二度と、会うもんか！』


　何度傷つけ合ったかしれない。





　それでも。


　それでも。


　それでも。





　一稀の右足が、ボールを蹴り上げる。


　青いミサンガが揺れた。


　ボールはゴールポストを目掛けて飛んでいく。





　それでも、僕たちは……──








　かっぱ広場には、王国の者たちが集っていた。


「皿は生命の器。形あるものはいつか割れて失われます……」


　台座に腰掛けるサラの前には、軍服姿の玲央と真武が控えていた。


「少年たちが見たのは、いつかの彼ら……」


「それはいつかの未来、可能性のひとつ……」


　上空から、ケッピ王子が降り立った。


「ひとたび世界の縁は円く保たれた。しかし、行く先が常に明るいとは限らない」


　ふたつに割れてしまったヘッドドレスが浮かび上がり、光り輝くクラウンとティアラに生まれ変わった。


　玲央と真武が、恭うやうやしくその輝きを王と王妃へかぶせる。


「希望も絶望も、命と共にあるのだから」


　神々しいカッパ王国の王と王妃の姿に、春河は目を輝かせた。


「わぁ……！　星の王子さまとお姫さま！」


　本来の姿を取り戻したサラ姫が告げた。


「忘れないで。喪失の痛みを抱えてもなお、欲望をつなぐ者だけが未来を手にできる……」


　街中の「ア」のマークが、祝福するように光り輝いている。


「分かったよ、ボクがえらぶんだ。ボクはボクのえらんだものを信じるよ」








　長かった夜が、もうすぐ明ける。


　東雲しののめ色の空の下、倒壊した吾妻橋の上に、ばらばらに倒れる三人の姿があった。


　気を失っているのか眠っているのか、目を覚ます気配はない。


　一稀の右足首には真新しい傷跡が、燕太の右胸の包帯の下には銃じゅう創そうが、悠のそばにはトカレフが転がっている。








「大切な人がいるから、かなしくなったり、うれしくなったりするんだね。そうやってボクらはつながってるんだね」


　隅田川のほとりで、春河とニャンタローは空を見上げていた。


　去りゆくケッピたちの光がつながって、空いっぱいに大きな「ア」の星座が描かれて消えた。








　そうして、僕たちの夏が終わった。







エピローグ　　三年後







「もう戻って来るんじゃないぞ。君の人生はこれから始まるんだ」


　顔馴な染じみの刑務官がやさしい眼まな差ざしで、よく頑張ったな、と送り出してくれた。


　少年刑務所の門が開かれる。


　夏の光の中に、悠の輪郭がとけた。








　電車の窓から、スカイツリーが見える。


　帰ってきたのだと、ようやく少し実感のようなものが湧く。


　蕎麦久の店先には、暖の簾れんを出している叔お父じの姿があった。


　腰を叩く仕草に、三年の月日を感じる。


　申し訳ありませんでした。どうかまたここに置いてください。


　頭を下げるべきなのは分かっている。


　だけど。


　悠はそれらに背を向けて歩き出した。





　この世界はつながりに溢れている。


　血のつながり、街のつながり、思いのつながり。


　みんながつながっている世界。





　かっぱ広場には、新しいカッパの像が建っていた。


　松屋デパートの屋外モニターに映るローカル番組のタイトルも、「アサクサケロテレビ」に変わっていて、見知らぬ少女が珍妙な歌を歌っていた。





『消えたものは忘れ去られる』


　ふと、誓の言葉が蘇る。


　この街はもう兄のことを忘れたようだ。


　きっと自分のことも。





　いつのまにかたどり着いた赤い大きな橋は、記憶の中のままそこにあった。


　欄干にもたれて、夏の日差しを受けて光る隅田川を眺める。


　悠がいない間もずっと絶え間なく流れていたのだ。


　時間も、川の流れも。





　だけど。


　俺の人生は全部終わってる。


　失ったものはもう、戻らない──





　勢いよく、欄干を蹴って叫ぶ。


「それがどうしたぁーーーーーーー！」


　ドボォオオン！


　水柱を上げて、悠は川に飛び込んだ。


　まだ冷たい隅田川の水が、じわじわと体温を奪っていく。


　目を閉じた悠の耳に、懐かしいあの歌が聴こえてきた。





取り戻さなきゃいけないものがある


つながり


誰にも漏らしちゃいけない


ひみつさ





　ドボォオオン！


　ドボォオオン！





　立て続けに水柱が上がる。


　悠の前に、高校の制服姿の一稀と燕太が飛び込んできた。





　水面に顔を出した一稀は、開口一番に叫んだ。


「おかえり悠！」


　続いて燕太も顔を出す。


「待ってたぜ！」


　まさかここまで来るなんて。


「何しにきた……」


　押し殺したような悠の声。


　一稀と燕太が見たものは──


「お前らには飽き飽きなんだよ！」


　真っ青に晴れた空の下、破顔一笑する悠だった。








　カッパにならなくたっていい。


　願いが叶う皿も欲しくない。





　いつだって、


　どこでだって、


　そばにいなくたって、


　きっとつながってる。





　だから僕らは叫ぶんだ。


「さらーーーー！」


「さらーーーー！」


「さらーーーー！」


「「「さらざんまい！」」」





　僕らは走っていこう。


　いざ、まっさらな未来へ───。







つないだ手と、冷たい孤独のおわり







　生き残るためには、手段を選んではいられない。


　何もしなくたって腹は減る。


　たくさん持っている奴らから奪ったところで痛くもないだろう。


　オレはもう何も持たない。そうすれば奪われることもない。





　賑にぎわう城下町の屋台に、褐色の子どもの手が伸びる。


　並べられた新鮮なきゅうりをひっつかんで、玲央は走り出した。


　背中に店主の罵ば声せいを浴びながら、こころの中で舌を出す。


「ガキにかっぱらわれる方が間抜けなんだよ」


　人ひと気けのない河原まで走って、一息ついた。


　腕の中の戦利品を見てとホッとする。


　そのきゅうりにポツリとひとしずく。


　見上げると、曇天の空から雨が降ってきた。


「チッ……」


　せっかくのいい気分が台無しだ。


　どこか雨の凌しのげる場所を、と思った時。


「なぜ盗んだんだ？」


　後ろから声がした。


　ハッと振り返ると、そこには玲央と同じくらいの少年が立っていた。


　違うのは、とても裕福そうな身なりをしていること。


　見られていたのか。


「なんだよ。文句あんのか」


　尖とがった歯をむき出しにして吠ほえる。


　相手は特に怯ひるんだ様子もなかった。


「文句はない。いつもそうやっているのか？」


「そうだ。金なんてない。お前みたいないいとこの坊ちゃんには分かんねーだろうけどな！」


　勢いに任せてまくし立てると、眼鏡の奥の緑の瞳が大きく見開かれた。


　玲央と同じ瞳の色だ。同じなのに、全然違う。


　雨もこいつも鬱うっ陶とうしい。


　玲央はさっさと歩き出した。


　が、ボロボロの服の端をぐいっと掴まれてつんのめった。


「いって……」


　起き上がった瞬間、潰れて泥まみれのきゅうりが目に飛び込んできた。


「ふざけんなよ……」


　わなわなと震えていると、目の前に小さな手のひらが差し出された。


　見上げると、まっすぐにこちらを見つめる緑色とぶつかった。


「俺は真武。ひとりなら、一緒に行こう」


　ふざけんな。


　反射的に、その手を撥ねつけた。


「ぃっ！」


　小さく叫んで真武は手を引っ込めた。


　ざまあみろ。オレの晩飯を台無しにしやがって。


　白い手に、玲央の爪つめの跡が赤く浮き上がっていた。


　じっとその赤を見つめた真武は、小さな舌でぺろりと舐めた。


　そして、もう一方の手を差し出して言った。


「大丈夫、大丈夫だ。何も心配いらない」


「なんでだよ！　かみさまにでもなったつもりか？」


　腹が立って仕方なくて、泣きそうだった。


「……かみさまはお前だろう？」


「は？」


「いいから行こう」


　ぐいっと手を掴まれる。


　久しぶりに感じる誰かの体温は、びっくりするほど熱かった。


　きっと、雨のせいだ。


　きっと、腹が減っているせいだ。


　こんなに泣きたくなるのは。





　ずんずん進んでいた真武が急に振り向いた。


　慌てて目元を隠す。


「な、なんだよっ？」


「なんて呼べばいい？　俺は真武だ」


「さっき聞いた。……玲央」


「きれいな名前だな」


「はぁ？」


　変なヤツ。キザなヤツ。これだから金持ちは。


「おいお前、さっきのきゅうり弁償しろよ」


「あぁ、任せておけ。他に食べたいものは？」


　ほとんど言いがかりだったのに、さらにリクエストを聞かれるとは思っていなかった。


　さてはこいつ筋金入りのボンボンか。


「……ブロッコリーと人形焼」


「変な食べ合わせだな。美う味まいのか？」


「一緒には食わねーよ！」


　さてはこいつ天然か。


　ふと、つないだ手が目に入った。


　玲央の手についた泥が、真武の白い手を汚していた。


　少しだけ空腹が治まった気がする。


「俺も好きだ」


　突然の真武の言葉に心臓が跳ねた。


「は、はぁ!?」


　真武はきょとんとしている。


「人形焼、俺も好きだぞ」


「べ、別に好きとは言ってねーよ」


「そうなのか？」


「好きとか、欲しいとか、そういうのやめたんだ」


「だめだ！」


　突然の大きな声に、玲央は肩を揺らしてしまう。


　歩みを止めて、こちらに向き直った真武が真剣な顔をしている。


「手放すな、欲望は君の命だ！」


「は……」


「俺が尊敬する方の言葉だ。好きとか欲しいを諦めたら、俺たちは生きていけない」


　真武は伝わっていないと思ったのか、さらにぎゅっと手に力を込めて言った。


「今だって俺がそうしたいから、玲央の手を取ったんだ」





　なんだそれ。


　わけ分かんねー。


　薄汚れてかっこ悪くて滑稽で狡ずるくてどうしようもないオレを。


　オレですらきらいなオレを、欲望ごと受け入れるっていうのか。





「言ったな？　自分の言葉に責任持てよ、真武」


　だったらお前を困らせてやる。


「そのつもりだ。拾ったものの面倒はきちんと最後までみる」


「はぁ、ふざけんなよ！」


「ふざけてない」


「皿割るぞ！」


　子どもたちの賑やかなやりとりは、カッパ王国第一王位継承者の御前まで続いたという。





　──つないだこの手を絶対に、手放してなんかやるもんか。









本作品はアニメ「さらざんまい」の書き下ろしノベライズです。










幾原邦彦（いくはらくにひこ）




12月21日生まれ。アニメーション監督。「美少女戦士セーラームーン」シリーズで話題を集めたのち、1997年に原案・監督をつとめた「少女革命ウテナ」を発表。2011年「輪るピングドラム」、2015年「ユリ熊嵐」を監督。漫画原作を担当した「ノケモノと花嫁＋（クロス）」（漫画・中村明日美子）も連載中。







内海照子（うつみてるこ）




12月6日生まれ。京都府出身。ライター。アニメーション制作会社ラパントラック共同代表。


京都のバンドGhostlightに参加。趣味は釣りと特撮制作。
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